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地域地質研究報告
5万分の 1地質図幅
高知 (13)第 1号

津田地域の地質

高橋裕平* 牧本博皐脇田浩二*酒井彰*

(昭和田年稿)

津田地域の地質調査は，特定観測地域 「伊干灘及び日向機周辺」の特定地質国幅の研究として昭和60

年度から昭和62年度にかけて行われた 古生界の都瞳層群を牧本が，錦層群を脇田が，吉和層群を酒弁

と高橋が担当L，中生界&0'新生界と全体の取りまとめを高橋が行った
調査研究の過程において，広島大学理学部早塩康隆博士から多くの有益な御教示を頂いた ここに厚

くお礼申し上げます

岩石薄片は地質標本館宮本昭正，安部正治!佐藤芳拍，野神世嗣，木村 朗の各技官Eび元中園出張
所藤本アヤ子技官によって作製された

I 地 形

本図栢地域は，東経132
0
00'-132

0
15¥ 北総34.20'-34"30'の範囲で山口県，広島県，島根県町三県にま

たがっていて，西中国山地の中央部から山陽部にかけて位置している。このような中国山地における本

図幅地域の位置付けは水系の上で明瞭である(第 1悶) すなわち，広高山とぜJ山を通る稜線が分水績

となっており，字佐川，小瀬(木野)111 ，太田川，水内川など，本図幅地峨の大半の河川は瀬戸内海側へ
しを

流れ込む それに対して本図幅地成北西部の紙祖川は北隣「三段峡」図幅地域の匹見川と一緒になり日

本海側へと流れている

本図幅地峡は，大きく見ると，北西側が高<，南東側が低い このことは，本図幅地域を2本の断層

により，西部ブロック，中部プロック，東部プロックに分けてみると分かりやすい すなわち，接峰面

園(第2図)上で西部プロックは， 500-1，300 m，中部ブロックは， 500-1，000m，東部ブロ γタは， 400-

1，OOOmの標高となっている 更に第2図から本図幅地域中央部西寄りの鬼ヶ城山周辺から北東方の冠

山(湯来町)にかけて標高800-1，000mの小起伏面が発達してい右ことが分かる 吉川ほか(1973)に従え

ば，この小起伏菌は道後山面である この小起伏面上に， 中新世の冠山火山岩類が被覆していることか

ら，この小起伏面は中新世にはできていたことが分かる
めが帥

主な地質単元と地形の一般的な関係では，大峯山から冠山(湯来町)，女鹿平山， 冠山(吉和村)，広高

山，額々山 1 寂地山，若答日，小五郎山に至るしO叩 m 級の山地は，古生界の錦層群や吉和層群がホル

ンフ ェルス化したもの及びそれらを被覆する中新世の冠山火山岩煩からなっている 南西部の羅漢山

(標高1，109m)とその周辺は主に古生界の都漫層群とそれに伴う超苦鉄質岩及び錦層群がホルンフェル

ス化した岩石からなる このように p 先白亜系とそれを被覆する中新世の火山岩類分布域の一帯は

I，OOOm級の山地を形成している

'地賀郡
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第 1園 水系図 分水倒は顔戸内側の水系と日本海側の水系の境界

これに対して，白亜紀花崩岩類(広島花崩岩類)分布域で標高1，000mを越えることはなしおおむね

400-800 m程度である 花樹岩鮪は1 大きく細粒相と中ー粗粒相に分けられるが，このうち，細粒相分

布域は，河川の浸食作用により渓谷を形成して景勝地となっているところが多い 例えば，小瀬川(木

野川)及びその主流では羅漢渓普及び万古渓，宇佐川及びその主流では，犬戻映，寂地峡，浦石映， 長

瀬峡が挙げられる それに対Lて，中粗粒相は， 400--600 m程度の標高で緩やかな地形からなってい

る 一般に，中一粗粒相の方が，細粒相よりも風化が進んでいるので，このような地形の遭いとなって

いるのだろう

E 地質 概説

本図幅地按は，日本の地質構造区分上，西南日本内帯に位置している 本図幅地場は主に古生界と白

亜紀の広島花嗣岩類からなり，そのほか，ジュラ系や白亜紀火山岩類1 それに中新世の火山岩類がわず

かに分布している そのほか1 河川沿いには第四紀堆積物が分布している(第3図，第 i表)

本図幅地域の古生界は，都濃層群1 吉和層群及び錦層群からなる またジュラ系の湯来賭が分布す

- 2 
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第 2図 接峰面図 打点都は。冠山火山岩煩(中新世後問}の分布を示す窓山火山岩矧が浸食小包伏薗(週後山薗)形成後

に被覆したことが分かる 2km方阪で作成

る これらの中古生界は，北部九州から中園地方一帯にかけた西南日本内帯に分布する中 古生界の

一部である

西南日本内帯の中 古生界は，中国帯(山下， 1967)，三郡一山口帯(KIMURAand TOKUYAMA， 1971)， 

三郡中国帯(西村ほか， 1977)， 三郡帯(HARA，1982)などとさまざまに称されてきた しかし，最近。

コノドントや放散虫化石による地質時代の決定により?玖珂層群に相当する中生界の広範な分布が明ら

かになり，三郡変成岩類の放射年代が広い年代範囲に及ぶことなどから，早坂(1987)はこのような中

古生界をぼんやりと中国帯と呼ぶことが妥当としている

また早疲(1987)は，長谷 西村(1979)や早坂(1985)の成果を踏まえ，中国帯を総括した それによる

と，中国帯を構成する地質体は，高圧変成岩類(“三郡変成岩類")，非変成古生界(更に，北帯の古生層

と中帯の古生層に二分)，超丹波帯の地層群， 丹波層群相当層，浅海汽ホ相三畳 ジュラ系からなる

この区分によれば， 本図幅地践の古生界の都濃層群は高圧変成岩類，錦層群は~t帯の古生層，吉和層群

は中帯の古生層にそれぞれ相当することになる

しかし，玖珂層群に相当する中生層が吉和層群の北側にも分布するこ とや， 北帯の古生層に当たる錦

- 3 
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第3図 津田地織の地質時国 第四系は!主要なもののみを示した
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層群が中帯の古生層に当たる吉和層群よりも南側に位置するなどτ 帯状構造としての北 中 南帯の区

分は成立せず，むしろ地質構造としてはナッ プ構造をなすと判断できる したがって?このような帯区

分を使用することは今後混乱を招くことが予想されることから，本報告では非変成古生界における北

中帯の区分を使用しない

本図幅地域に分布する中 古生界は，互いに断層関係にある

古生界の 3層群と玖珂層群相当層のジュラ系湯来層は，広島花園岩類の貫入により接触変成作用を受

けており，化石による地質時代の正確な決定や本来の堆積構造や変成作用の解析が困難となっている

都濃層群f1¥、わゆる三郡変成岩類であって，わが国の代表的な高圧変成岩類の一つである ただし，

本図幅地域では広島花崩岩類の貫入によって接触変成作用を被っており，高圧変成作用による鉱物組合

せは不明瞭となっている 本層群は泥質片岩を主体として，砂質片岩や塩基性片岩を伴っている その

ほか?本層群には超苦鉄質岩類が認められる 本層群から化石の証拠はなL、が，錦層群よりも下位にあ

るという従来の見解(NIS叩 MURA，1971)によれば1 三畳紀前期以前である 本図幅地織の都濃層群は。

主に山口県東部に分布する都濃層群全体の北東縁部に位置する

吉和層群は，舞鶴帯の舞鶴層群に対比可能な地層で(長谷， 1964;早坂， 1987)，主に泥岩と塩基性火

山岩類からなり，珪質頁岩，砂岩及び含礁泥岩を挟む また夜久野コンプレヅクスに相当する超苦鉄質

岩類や斑れい岩を伴っている 接触変成作用を免れた珪質頁岩や泥岩から二盛紀中ー後期の放散虫化石

を産する 吉和層群は，北側を断層関係で玖珂層群相当層と接している なお両層群の問には結晶片岩

類を挟む場合がある

錦層群は，砂岩を主と¥.-，泥岩 チャト 珪質頁岩酸性凝灰岩なとを伴う 本地域の錦層群は広

島花嵐岩類に貫かれているため，全体に接触変成作用を受けている 見掛け上の下位より， 'J、孟飴出
ゐかづら

層。右谷山層，三葛層に分けられる 小五郎山腐は主として砂岩からなりチャートを伴う 右笹山層は

主に砂岩及び珪質頁岩からなる 三高層は泥岩優勢な砂岩泥岩互層を主体とする 放散虫化石による錦

層群の地質時代は， 三丑紀中後期(西村磯崎， 1984;中 石賀， 1985)であり，吉和層群とほぼ同時

代である 本図幅地域の錦層群は，錦層群全体の分布からみれば，その北東縁部に位置¥.-，都漉層群に

低角度り断層で衝上している 一方，北側の吉和層群とは東西走向で北に君、斜した逆断層で接してい

る

また，錦層群は都濃層群とともに高圧変成作用(三郡変成作用)を受けているともされている

(NISHIMURA， 1971)が，本図幅地域内では広島花崩岩類による接触変成作用のために高圧変成作用を被

ったかどうかは分からない

ゾュラ系の湯来層は本図幅地域北東部の湯来温泉周辺に分布している 本層は主に吉諜泥岩からな

り，玖珂層群相当層である 楊来層は吉和層群と断層で接してし、る

上記の中 古生層は，北から南へ，玖珂層群相当層及びその東方延長の湯来層，結晶片岩類，吉和層

群，錦層群，都濃層群と配列している このような中 古生層や結晶片岩類の配列は，福富 磯崎

(1988)によって西隣の津和野図幅地威から報告された中 古生層の配列と一致している 両地域の聞に

は，白亜系の匹見層群が牙布するが，中 古生層の配列は本来連続していたと推定できる

白亜紀後期に中園地方では大規模な敵性火成活動があった 本図幅地域北西部には，匹見層群の下部
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層を構成する火砕流堆積物が分布L.それらは流紋岩溶結凝灰岩，デイサイト溶結凝灰岩からなる 匹

見層群は一部で錦層群を不整合に覆っている 匹見層群の形成に引き続いて，広島花崩岩類の活動があ

り，本図幅地域に広く分布している 広島花崩岩類は山陽帯の花闘岩類の主要なもので， 上述の先白亜

系や匹見層群に非調和に貫入L.広〈接触変成作用を及ぼしている 本図幅地域の広島花嗣岩類は，石

英閃緑岩，中粒角閃石黒雲母花岡岩，中粗粒黒雲母花嵐岩1 細粒黒雲母花耐岩，文象斑岩質花嗣岩か

らなっている このうち，最も広く分布するのは，中組粒黒雲母花崩岩である 本国相地域内の小規

模な鉱床の多くはこの広島花崩岩績の貫入に関連して生成した 特に，花闘岩類中の蛍石鉱床やタング

ステン鉱床は，山陽帯の花崩岩類の特徴である

岩脈類が先白亜系 匹見層群広島花崩岩類を貰いて多く見られる 石英斑岩や花樹斑岩などの酸性

岩類が大部分を占めl ひん岩 ドレライトの岩脈も臨められる ほとんどは広島花崩岩類貫入国結直後

の時期のものと判断できる

その後，新生代には本図幅地岐において道後山面に対比できる浸食小起伏面が形成された 中新世に

は，冠山(吉和村)や鬼今城山周辺に冠山火山岩類の活動があった 冠山火山岩頬は，更に償山安山岩，

冠高原玄武岩1 広高山安山岩に分けることができる そのうち，冠高原玄武岩は，さまざまな鉱物組合

せの玄武岩溶岩流からなる 第四紀になり，段丘堆積物が形成された 山地の山盟主には崖錐堆積物が分

布するようになった また，河川沿いには沖積層が分布している

本図幅地域内では.NNE-SSWない LNE-SW方向の断層が卓越している このうち，第3図に示

したように本図絹地域を 3分して走る 2本の断層が顕著である これらの 2本の断層により本図幅地域

は，西部，中部，東部の3つのプロックに分けられる それらのプロックのうち，中部プロ γ クにのみ

都漫層群が露出している このほか.NE-SWないし ENE-WSW 方向及びWNW-ESE方向の断層が

認められる これらは先白亜系内の地質構造を規制している

m.古生界

本図幅地践の古生界は北半部及び南西部に分布してレる これらの古生界は都機層群 吉和層群錦

層群に分けられる 都濃層群と錦層群は北に急傾斜した断層で，錦層群と吉和層群は高角の逆断層でそ

れぞれ接している

m. 1 都濃層群(Tu，Tp， Ts， Tb， Tc) 

都漫層群は，小島ほか(1951)により，山口県東部錦町徳山市に分布する三郡変成岩類について命名

された 本国幅地域の都濃層群は，この分布の北東端部に当たり，図幅南西部の狭い範囲を占める(第

4図)

三郡変成岩類は，従来一つの高圧変成帯とされてきたが，最近の研究によれば1 幾つかの時代に形成

された変成岩類の集合fあることが明らかとなってきた 例えば，早坂(1985)は，広島市北部から西へ

津和野町に至る地核に分布する丹波帯相当層を境に，三郡変成岩類の岩相 構造，更に放射年代に差異
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第4図 中園地方酉部における“三郡変成岩顕"の分布西村柴図(1987).早坂(1987)及び福話 機略(1988)に
基づき作成 三郡変成岩矧の細分A，B， Cは それぞれ約300Ma. 220 Ma， 180 Maの放射年代のグループを示
す四角の枠は津団地繊の筒闘を示す

のあることを示L.北東ユニットと南西ユニ γ トに区分した また，西村柴田(1987)は!三郡変成岩

類を放射年代から，約300Ma， 220 Ma， 180 Maの3グループに区分している 以上の区分によれば，

都濃層群は早坂(1985)の南西ユユヅトに，また西村 柴田(1987)の220Maの放射年代のグループに属

する三郡変成岩類に相当する

本国幅地域の都濃層群は，分布西部の須川の北方では，中上部二畳系錦層群と断層で境され，その

構造的下位を占めている また 7 分布の全域にわたって白亜紀花嗣岩類の貫入を受け，その接触変成作

用により三郡変成作用による鉱物組合せをほとんと消失している 更に，分布東部の横山南方では 7 新

第三系冠山火山岩類(横山安山岩)により覆われている

都濃層群の層序は?山口県錦町鹿野町において， KOjlMA (1953)，岡村(1953).西村濡木(1966)• 

NI印刷URA(1971)の研究から，厚く連続性の良い砂質片岩を含む下部層と塩基性片岩が卓越する上部

層に区分された 南隣大竹図幅(東元ほか. 1986)でも，同様の区分が示されている 都濃層群の地質時

代は，結晶片岩中から化石を産しなし、ため不明であるが，中一上部二畳系錦層群の下位に位置すると L

て，三畳車己前期及びそれ以前とされている
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都濃層群の三郡変成作用は，錦町地域を中心に，西村 濡木(1966)，NISHIMURA (1971)により詳細

に研究された そして，三郡変成作用は 1 それまで非変成とされてきた錦層群にも及んでおり。錦層群

は三郡変成作用の低変成度部に当たるとされた 更に， NISHIMURA (1971)，西村(J985)は。塩基性火

山岩類における変成鉱物の消長から，錦層群はパンベリ 石+緑泥石の組合せを示しぶとう石パンベ

リ 石相(A帯)に，都濃層群はハンヘリー石アクチノ閃石相(B帯)及び緑れん石十クロス閃石あるい

は緑れん石+ウインチ閃石からなる広義のfi関石片岩相(C帯)に属するとした 本地域の都濃層群も，

錦町地域の北東隣に当たることから， B帯及びC帯の結晶片岩からなる と判断するが，接触変成作用

のため三郡変成作用による鉱物組合せは不明であり， B， C両帯の境界は確認できない

都濃層群の西方延長は，山口県小野田市地域では上部三位系美祢層群に不整合に密われ(長谷， 1950， 

1964)，都濃層群を変形 変成させた三郡変成作用は三畳紀前期までに終了したとされている

本地域周辺の都濃層群の放射年代は，泥質片岩について224Ma の Rb~Sr 白雲母全岩年代(柴田 西

村， 1983)と216Maの全岩アイソクロン年代(柴田 西村， 1984)が，また泥質片岩中の白雲母について

172，175 Ma の K~Ar 年代 (N四-IIMURA et al.， 1983)が報告されている

m. 1. 1 層序と構造

本図棺地域の都濃層群は，図幅南西部を占め。 NE-SW方向の断層系により大小のブロックに区分さ

れている 結晶片岩の片理は7 各フロック内では比較的まとまった走向 傾斜を示す 都濃層群に見ら

れる断層系のうち，緩漢山のすぐ東を NE-SWに延びる断層が主要な断層で?これにより都濃層群は

大きく東部地域と西部地域に区分される 本地域では，地層の上下関係を示す証拠も得られておらずl

また全壊にわたる接触変成作用のため，層序 構造の解明が極めて困難である ここでは，地層の大規

模な逆転や走向方向に平行な断層による地層の亙復がないとして，都濃層群の層序 構造を示す

東部地域の都濃層群は，泥質片岩を主と L(第5図A)，しばしば厚き数回程度の塩基性片岩を挟ん

でし、る 鬼石山から生見川に至る地域では，片理は NE-SWの走向でNWに傾斜する 一方，本郷川

上流西側では， NW-SEの走向でSWに緩く傾斜する 本郷川上流には，花崩岩類が露出 L，都濃層群

との境界面は南に緩く傾斜する また，都濃層群分布の東縁部では，都濃層群と花嗣岩類との境界面が

南に向かつて次第に高度を下げることから，東部地域の都濃層群の少なくとも東半部は南に傾斜したル

フ状をなすことが分かり，すぐ下位に花樹岩の存在が推定できる

西部地域の都濃層群は，下位より泥質片岩層，塩基性片岩 超音鉄質岩を挟む泥質片岩層，砂質片岩

層，珪質片岩を挟む泥質片岩層の順に重なっている 法華山の南から西方に須川に至る地域には，嵐基

性片岩が少なくとも 3層挟まれる 片理は，笹ノ折峠から神明原に至る地践では NW-SEの走向が卓

越LNEに傾斜する 更に，この西方須川周辺ではほぼE-Wとなり Nに傾斜する なお法華山北西に

は，NW に傾斜する部分が見られ。 NW~SE の軸をもっ向斜が存在する

東元ほか(1986)によれば，大竹図帽の都濃層群は，厚い砂質片岩層を含む下部層と 2層準に顕著な塩

基性片岩を挟む上部層に区分される(第6図) この層序と比較すれば，東部地域の都濃層群はほぼ下部

層に，西部地域のそれは上部層上部の塩基性片岩から更に上位に相当する
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第 5図 都濃層群の泥質片岩の産状 A 泥賀片岩の片状術進写真右下の折尺の長さは 1m. B 都機層群泥質片岩

の小スケール等斜徳幽 A. Bとも本郷川沿L 大竹地域との境界近くの同一地点
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大竹地域的
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(東元"カ。 1986}
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 第6図 津田図幅地域の都漫層群の層序と大竹図幅地域との対比 大竹地域の帰序は!大竹地域における都漫層務

の柱状図(東元ほか 1986)をもとに新たに作成したもの

岩石構造

結晶片岩は7 接触変成作用により全般に竪硬綴密となり，片理も，泥質片岩を除いて p 剥離性が弱

くなっている 線構造は，多くの場合再結晶で消失しているが， 一部に片理と細密摺曲の交線であらわ

される線構造が認められる

結晶片岩に観察される摺曲には。1)波長が数mm程度の等斜摺曲(第5図 B)，2)波長が数cm-数10

cmの閉じた摺曲(第 7図)，及び3)波長が 1mー数 mの開いた摺曲がある また，地域全体を通じ波長

が 1cm以下のキンクパンドがしばしば認められる

超苦鉄質岩類の産状

超苦鉄質岩類は，羅漢山頂上付近に分布するとともに，法華山南東約0.5kmの道路沿いに小岩塊が

見られる 羅漢山頂上付近に産する超音鉄質岩類は，分布の大部分を崖錐堆積物で取り巻かれ， 周囲の

結晶片岩との関係は観察できない

一方?法華山南東の道路沿いの超苦鉄質岩類は，延長20m以上にわたり上下を泥質片岩に挟まれて

産する 最も厚いところで約 3mで，側方に次第に薄くなっており，レンス状の産状を示す 岩塊の

中心部は塊状であるが7 周辺部の30cm~ l mは周囲の結晶片岩の片理と平行な片状構造を示す 更に，

超苦鉄質岩類の一部は，泥質片岩とともに等斜摺曲しているのが観察される したがって，超苦鉄質岩

類の定置は，三郡変成作用の主要な時期以前である

二畳系錦層群との関係

本図幅地娘では，都濃層群の分布北西端部と断層で境されて錦層群の小分布が見られる 両者を境す

る断層は，ほほ E-W の走向で北に曹、傾斜した断層及び NE-SWの走向を示しほほ垂直な断層である

いずれの断層も，野外で直接観察されないが，都漉層群と錦層群の構成岩石の違いぞ変成 変形の程度

の違いに基ついて地層分布から求めた断層である
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揖 7園 都機層群の泥質片岩の閉じた祖幽構造 本郷川沿い花幽岩(HC)の分布から約250m下械の地点

都漫層群は，走向 EWで北傾斜の断層を境に，錦層群の構造的下位を占めている この地域の錦層

群小五郎山層の構造は，走向はほぼ E-W で北に20-45
0

傾斜しており，断層下位の都濃層群の構造と調

和的である 西村 樹木(1966)や西村ほか(1985)は，都稜層群と錦層群の関係は，現在はどこでも構造

的不連続面で境され，都濃層群が錦層群の構造的下位に位置するとし，この境界をテクトニァクスライ

ドと呼んだ 本地演で見られる都機層群と釧層群を境する北に急傾斜する断層も，これに相当するもの

であろう

なお， NE-SWの走向を示す高角断層は，都捜層群及び錦層群の構造をともに切り， NE-SW系の活

断層系に関連して形成されたものであるう

m. 1. 2 岩相

本国幅地域り都濃層群は，泥質片岩を主体に1 砂質片岩 塩基性片岩珪質片岩及び超音鉄質岩類か

らなる 全域にわたり接触変成作用が及んでおり，三郡変成作用による鉱物組合せはほとんど確EEでき

ない

泥質片岩 灰色一暗灰色を呈 L，接触変成作用により生じた黒雲母のため赤紫色を帯びている 変成

分化による縞状構造や徴摺曲が観察されることから f 比較的塊状 均質な錦層群の泥岩と区別される

鏡下では 1 層面片理を反映した厚さ数 mm以下の石英長石質庖と黒雲母層の細かい互層がよく認め

られる また，しばしば片理に平行な軸函をもった折りたたみ摺曲が観察される 黒雲母+白雲母+斜
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長石+石英の接触変成作用による鉱物組合せを示L.緑泥石燐灰石電気石 ゾルコン 不透明鉱物

などを含む

砂質片岩 法華山周辺，法華山から笹ノ折峠に至る道路沿い.lJ<.ぴ笹ノ折峠に北から入る谷筋でよく

観察される 灰白色，塊状?ときに片理に平行な数lOcm間隔の割れ目が発達する 日質片岩の一部に

は，珪化作用が認められる 黒雲母±淡緑色角閃石+緑泥石+石英+斜長石からなる接触変成作用の鉱

物組合せを示す砕屑鉱物粒として，石英が容易に確認でき，このほか斜長石 カリ長石火山岩片

ジルコンなどをまれに含む

塩基性片岩 灰緑色ー暗緑色を示 L.層厚は数 m から10数 m である 原岩の推定は困難であるが，

多くは凝灰岩起源であろう 羅漢山南方1.5kmに分布する凝灰岩起源の塩基性片岩では，暗灰色と淡

灰緑色の厚さ 1mm数 cmの層が細かく互層してレる 接触変成作用による鉱物組合せは。角閃石±黒

雲母±単斜蹄石+緑れん石+斜長石+石英である 角閃石は鏡下では淡緑色一緑色である

火成岩起源の造岩鉱物としては，法華山南東に産する超苦鉄質岩類のすぐ下位の塩基性片岩中の褐色

角閃石があり，淡緑色角閃石の核として産する

珪質片岩 灰白色を呈L.単層の厚さ数 Cffiー数 mmの珪質層が，厚さ数 mmの泥質部と細かく互層

する 細粒石英を主と L.接触変成作用により粗粒石英と黒雲母+ざくる石を生じている さくる石

は，最大径0.3mmである

超苦鉄質岩類 塊状 竪硬で，暗灰色を呈する 主にかんらん石+タルク(滑石).かんらん石+トレ

モラ閃石，かんらん石+トレモラ閃石十タルクからなり，斜方輝石蛇紋右 鉄鉱炭酸塩鉱物を古

む かんらん右は，粗粒 他形結晶として産L.同一消光位を示す幾つかのサフグレインに分かれてい

る 卜レモラ閃石 斜方輝石とも長柱状針状でときに放射状に産L. タルクとともにかんらん石の粒

間を埋めている 鉄鉱は 1 大部分が細粒座状の磁鉄鉱で鉱物粒聞に見られるが，ときに赤褐色のクロ

ム鉄鉱も含まれる

m. 2 吉和層群(新称) (Yu， Ym， Yb， Ys) 

本国幅地域北半部の吉和村から湯来町にかけての地域を中心に，北隣「三段峡」図幅地域の南東部E

び東隣の「広島」園幅地域の北西部にまたがる地域に分布する地層群を，吉和層群と命名する 吉和層

群の模式地は中津谷川流域である 本層群は長谷(1964)によって中帯の古生層と呼ばれた地層群に相当

する

吉和層群は主に泥岩塩基性火山岩類珪質頁岩からなり，砂岩及び含喋泥岩を伴う 本層群は主に

塩基性火山岩類からなる下部層と，泥岩が卓越する上部層に分けられる

本層群は大局的には広島花崩岩類のル フベンダン卜として分布L.接触変成作用を受けているが，

再結晶り程度は地践によって異なる 分布の北縁及び西縁は白亜系匹見層群と不整合関係， 一部は断層

関係である

吉和層群の地質時代は放散虫化石から二畳紀中期後期である

本図幅地峨では，吉和層群は.NE-SW方向の2本の断層で切られて，西部プロック 1 中部プロッ
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ク，東部プロックの三つのプロックに分かれて分布し(第3図).岩栂や接触変成の程度がプロックごと

に異なる 以下にプロックごとに記載する

皿 2. I 西部ブロ γクの吉和層群

分布 吉和層群は，本図幅地域北部の吉和村の中津谷川流戚を中心に，南西側は汐原笹川や林道冠山

線まで露出し，北東側は大町笹川流按Eび女鹿平山地桜に分布する また西方延長はf 島根県匹見町の

紙祖川上流主主に達l...そこで白亜系匹見層群に不整合に覆われる 吉和層群の分布の東縁は.NE-SW 

方向の断層で中部フロックの広島花闘岩類や吉和層群と接している また本層群の北縁部は，北隣の

「三段峡」図幅地駿の中津谷川上流及び林道大向一長者原線沿いで.WNW-ESE方向の断層を境に北側

の三郡変成岩類及び玖珂層群相当層と接する 本膚群の南縁部は，錦層群と断層関係で接l...また林道

冠山線沿いでは，中新統冠山火山岩類に不整合に覆われる

層序と岩相 西部フロックの吉和層群は，主に塩基性火山岩頬 泥岩Eび珪質頁岩からなり，一部に

吉際泥岩や砂岩を伴う 分布の北縁部では千枚岩化している また，超苦鉄質岩類が斑れい岩を伴って

貫入している

西部プロックの本層群は.WNW-ESE方向の断層を箆にその南側には，塩基性火山岩類が卓越し瑳

質頁岩を挟む下部層が広く分布する 一方，その北側では，泥岩が優勢となり，塩基性火山岩類や珪質

頁岩が小規模な岩境として含礁泥岩中に含まれる上部周が分布する 本層群は，上下限ともに断層で限

られるため正確な鴎厚は不明であるが，下部層が1，500m以上，上部聞が1，100m以上と積算され，全

体で少なくとも2，600m以上である

塩基性火山岩類は西部プロックの南部に卓越するが，北部では泥岩中に50--100mの厚さのハイアロ

グラスタイトや境状溶岩が挟まるか，岩礁泥岩中の岩境又は角艇と L寸産状を示す 塩基性火山岩類は

主に緑色で一部赤色を呈l...玄武岩質の塊状溶岩及びハイアログラスタイトからなり，一部に枕状溶岩

が舟布する 枕状溶岩は，林道三坂八郎総の奥と林道小)1¥線の奥の2か所で，厚さ10-20mのものが

確箆されたのみである(第8図) 溶岩はまったく発泡していない ハイアログラスタイトは一部にガラ

スの形態を残しているものがある (GSJR43096.第9図)

塩基性火山岩類中には， 林道三坂一八郎線沿いや中津谷川中流で観察されるように，幅数10mのシー

ト状岩体として斑れい岩が伴われる 中津笹川中流に露出する斑れい岩は，単斜輝石+斜長石+緑泥石

に置換された有色鉱物+不透明鉱物からなり，曹長石+緑れん石+グリ ノゾイサイト+アクチノ閃石+

方解右+緑泥石の変成鉱物が生じている (GSJR43124) 

泥岩は黒色粘土岩質で，北縁部では千枚岩化している 中津苔川下流では弱く接触変成作用を受け，

わずかに細粒の黒雲母が生じている

珪質頁岩は，下部の塩基性火山岩類中に卓越し 1 紙祖川上流地境では厚さは一般に数10mで， 一部

に厚さ約200mのものがある その東方延長の小川谷上流では，厚さ数10mのものが2-3枚塩基性火

山岩類中に挟まれるだけになる このほか，大町谷川平中津谷川本流などの本層群上部では，泥岩又は

官礁泥岩中に厚さ数ー10mのレンズ状又はプロック状の岩境として分布している 珪質頁岩は，淡緑灰

色ないしは暗灰色を呈する しばしば海綿骨針や放散虫化石を含む
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開8図 吉和田群の主武岩質枕状溶岩(休道小)11線)

第 9図 吉和層群のハイアロクラスタイトの顕融誼写真 ガラスの形態を残してレるが!大部分が細位の緑れん石

の集合となっている GSj R43096 (林道小川l線) 写真の長辺は6..:.mm
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第10図 吉和層群の含礁泥岩(中海面川中流)

合礁泥岩は!淘汰の悪い泥岩を基質とし，砂岩 塩基性火山岩類の砂粒から数m規模の岩塊を含む岩

石である(第10図) 本層群の吉型軽泥岩は石灰岩やチャ トの角喋又は岩塊を含まないことが特徴である

砂岩は林道三坂一八郎線の終点付近に約200m の厚さで露出する また含磯泥岩中に角礁あるいは岩

塊として分布する 上記の林道に分布する砂岩は，背灰色の細ー中粒砂岩で，最上部の数回は単層の厚

さが平均15cm程度の砂岩泥岩E層になる 砂岩は石質ワッケで1 フレームワーグモードで41-49%を火山

岩片が占め，そのうち74-86%が酸性火山岩片である 変成岩片は今のところ見つかっていない 以上

に述べたような吉和層群の砂岩の特徴は，超丹波帯や舞鶴帯の二畳紀の砂岩り特徴に類似する(鈴木，

1987 ;木村， 1988) 

超苦鉄質岩類は，比較的大きな岩体が女鹿平山の山頂から林道大向長者原線沿いに伸び，また小規

模な岩体が中津谷川本流及び林道三坂八郎線沿いに露出する 女鹿平山の山頂から林道大向長者原線

沿いに伸びる岩体は，本図幅地域の中では一番規模の大きい岩体で，斑れい岩を伴っている そのうち

女鹿平山山頂に露出する超苦鉄質岩(GSJR43115)は完全に蛇紋岩化している 一方，中津笹川中流に

露出する超苦鉄質岩類(G句 R43102)は原岩の単斜輝石やクロム鉄鉱が残っているが，接触変成作用で

トレモラ閃石が生 じてし、る

超苦鉄質岩類に伴われる斑れい岩は，女鹿平山南麓の林道沿いや林道三坂一八郎線沿レに露出するほ

か，林道大向長者原線沿いに転石として見られる 女鹿平山南麓の林道沿いに露出する斑れい岩(GS-

J R43123)は，単斜輝石+斜長石+緑泥石化した有色鉱物+不透明鉱物からなる 斜長石はほとんど変
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質して，曹長石+ゾイサナイト+緑泥石などの細粒集合物となっているが，ときに双品の跡を残してい

る 単斜輝石は，最大径O.3mmの粒状で，多くのものは周囲を無色ないしは淡緑色の角閃石(トレモ

ラ閃石からアクチノ関石)に取り固まれている

化石 林道三坂八郎線の支線に分布する珪質頁岩(GSjR4309J)，林道大向長者原線沿いに分布す

る珪質頁岩(GSjR4310J) 7ft.び汐原谷川の黒巴泥岩(GSjR43103)から，海綿官針化石とともに 7

Follicuculli山 schofasticUJORMISTON and BABCOCK， Ps.柑 doalbaifltllaspなどの放散虫化石が産出した これら

の放散虫化石は， ISHIGA (1984， 1985， 1986)のFol/i山山dUJschol.ωttcUJ群集に属L，二位紀中期の後期から

三畳紀後期の前期の時代を示す したがって，本層群。上下限の時代は確認できないが，本層群の時代

は二畳紀中期後期である

地質構造 本プロックの吉和層群は， 般に走向 WNW-ESEでs文は Nに30-80.傾斜しているが，

汐原谷川流域では10-25
0

と緩傾斜である また中津谷川流筏て'は波長500m規模の正立摺曲が認められ

る

皿 2. 2 中部ブロックの吉和層群

分布 もみのき森林公闘を中心に分布し，北西側は吉和川に沿って走る NE-SW方向の断層で西部

プロックと，南東側は水内川沿いを NE-SW方向に走る断層で東部プロ γ クと境される また北東側

と南西側はともに広島花園岩類に貫かれ，大局的には広島花樹岩類のルフベンダン卜として分布して

レる

層序と岩相 主に泥岩及び塩基性火山岩類からなり，泥岩中に砂岩を挟む 本プロック内を NE

SW方向に走る断層で更に二つの地域に細分される 北西側の地域は， 主に下部層の塩基性火山岩類か

らなる 南東側の地域には，上部層に対比される主として泥岩からなり砂岩を挟む地層が分布する ま

た， 一部に片状を呈する泥質岩が分布する 全体に接触変成作用を強く受けており， 3プロッグの中で

は最も再結晶が強い 下部周の層厚は1，900m以上であるが，上部層については地質構造がよく分から

ないため不明である

塩基性火山岩類はもみのき森林公園内やその南の林道に露出 L，接触変成のために塁みがかった緑色

を呈する 接触変成作用のために再結晶しているが溶岩とハイアロクラスタイトからなると判断でき

る 塩基性火山岩類の中には，アクチノ閃石が弱く並び片状を呈するものがある (GSjR43叩5)

泥岩は赤紫色を呈 L，細粒の黒雲母と石英が生じており，一般に塊状である もみのき森林公園東方

の林道や林道色無線には，片状を呈する泥質岩が分布する (GSjR43107，第11図) この片状岩は，細

長く伸びた石英の集合部と黒雲母の集合する部分とが 1-4mmの厚さで鱗状に互層をなしている この

原岩は泥質片岩の可能性があるが，今では接触変成作用のためによく分からなくなってし、る また吉型軽

泥岩が接触変成を受けた岩石も認められる (GSjR43114，第12図)

砂岩はもみのき森林公園南東方の林道や林道大畑郷ノ実線，湯来町の日入谷などに分布しているが，

走向方向への連続性は良くない 接触変成作用で黒雲母や石英を生じているため，原岩の砕屑粒子は，

石英と長石片以外は分からなレ

超苦鉄質岩類は，もみのき森林公園東方の林道(第13園)と公園に登る途中の県道益田廿日市線沿い
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前11図 接触歪成作用を受けた吉和闇群の片状岩(もみのき海林公凶北側の林道)

一-17 -ー

第"図接触変成作用を受けた古和層群

の含障泥岩(林道大綱偲ノ実線}



描I3図 吉和層群の超苦位置岩(もみのき蘇林公薗北側の林道)

に小規模な岩体が露出する そのうち後者の超音鉄質岩類は，接触変成作用でかんらん石滑石 トレ

モラ閃石が生じているがI 一部に原岩のクロム鉄鉱が残っている(GSJR43106) 

地質構造 一般に NW-SE走向でSWに20-50.傾斜しており，見掛け上，SW上位の同斜構造をなし

ており，走向方向の断層で繰り返している

皿 2. 3 東部プロソクの吉和層群

分布 本プロックの吉和層群は，湯来温泉から佐伯町市野に至る NE-SW方向の断層の東1I!IJで，湯

来温泉から大峯山に至る一帯に分布している 北側は，湯来温泉付近でジュラ系の湯来層と断層で接し

ている 南側は，広島花崩岩類によって貨かれている

層序と岩相 東部プロックの吉和層群は1 塩基性火山岩類を主とする下部層と。砂岩 泥岩を主とす

る上部層からなる

下部層は，塩基性火山岩類を主と L，わずかに泥岩や珪質頁岩を挟む 大峯山周辺と木内川沿いに典

型的に露出する 本層は E-Wないし ENE-WSW方向の断層によって切られるため上下限は不明で

あるが，層厚は下部層が90Qm以上?上部層が600m以上で!全体としては少なくとも1，500m以上で

ある

塩基性火山岩類の主体は，縁色なし、し暗緑色で細粒級密な岩石で，塩基性の溶岩又はハイアログラス

タイトであろう 接触変成作用により再結晶 L，主に普通角閃石と斜長石を生じており，緑れん石 黒
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雲母を含むことがある まれに石英も含まれる 中部プロックと比べると，再結晶の程度は弱L、 水内

川沿いの塩基性火山岩類には，泥質岩と細互層し片状を呈するものが見られるが， 一般に再結晶が強く

原岩の組織が残っていない 一方，大峯山西方から大証にかけて分布する塩基性火山岩類にはしばしば

原岩の組織が残っており，明らかに溶岩とハイアログラスタイトとからなる

塩基性火山岩類に伴って超苦鉄質岩類がまれに産する 湯来町大谷では， NE-SW方向の断層の近傍

で小規模に露出Lている 湯来町志井から小多目に至る道路沿いの，水内111に至る手前300mに超苦鉄

質岩の転石がある

上部層は泥岩や砂岩を主とする 湯来町小多国から白井にかけては，砂岩又は砂岩優勢な砂岩泥岩互

層を主とする 一方，湯来町豆栃や大峯山北側では泥岩文は泥岩優勢な砂岩泥岩細互層からなる

泥岩は，接触変成作用による黒雲母や白雲母をごく普通に含んでいる 小多国から白井に分布する泥

岩のうち，葉理を持つシルト岩には砕屑粒子として石英 斜長石が散在している 砂岩は淡緑色中粒で

ある 砂岩中の岩片は接触変成作用のために変質しており，詳細は不明確となっている

大峯山南側の泥岩と砂岩からなる地層は，見掛け上の下位に砂岩が，上位に泥岩が卓越する

地質構造東部プロックの吉和層群は， E-W方向の軸をもっ開いた向斜構造が基本的な構造である

この向斜構造の摺曲軸面は，北に70-80'昔品ヰしている この構造のために，大峯山周辺と水内川沿いに

同層準の塩基性火山岩類が露出している 大峯山南側の泥岩と砂岩からなる地層とその北側の塩基性火

山岩類は， NE-SWlJi.び E-W 方向の断層で境されている

III. 3 錦層群

錦層群(西村濡木， 1966)は，本図幅地域の西部に分布している 白亜紀後期の花嗣岩類によって貫

入され1 分布域全域にわたって接触変成作用を受けている

錦層群は砂岩1 泥岩及び珪質頁岩を主体とし，チャート 酸性凝灰岩を伴う 本図幅地域の鈴1m群は，
通商産業省(1981)の概略的な報告があるのみで，詳細な研究はない 本国幅地域の西に隣接している六

日市地域では，中石賀(1985)が泥岩酸性凝灰岩から Folli山山llusscholasticus ORMISTQN and BABCQCK 

などニ畳紀中期の後期から二畳紀後期の前期を示す放散虫化石を報告している また，中ほか(1986)は

六日市地棋の錦層群の居序と構造について詳細な研究を行っている 南に隣接した大竹図幅地域では，

東元陪か(1986)が北縁部の錦層群について岩相 層序及び地質時代について検討を行い，六日市地域と

同様な結果を得ている

本図幅地域の錦層群は，南部において NNW-SSEの走向て'20-80'Wに傾斜 L，北部において

WNW-ESEの走向で30-90・NEに傾斜している 北部におし、ては砂岩層中の級化成層によって北東上位

がしばしば確認されている

本図幅地域の錦層群は，岩相によって見掛けの下位から小五郎山層 右谷山居 三葛層の 3層に区分

できる

小五郎山層は，主として塊状砂岩と砂岩泥岩互層からなり， 一部にチャ トを伴う

右谷山居は，珪質頁岩と塊状砂岩砂岩泥岩互層を主体と L，チャ ト 酸性凝灰岩などを伴う
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三高層は，主に泥岩優勢な砂岩泥岩互層からなるが，未囲結時の変形が著Lく砂岩層はレンズ化ない

し際化している これらの 3層の関需は露頭では確認できないが，顕著な断層が認められなL、ことから

整合に重なっていると判断できる

m. 3. 1 小五郎山層(新称) (Ko， ，h) 
小五郎山層は，本国幅地践の南西部の錦町須川地域や小五郎山周辺地域に分布している 大半の地域

で塊状砂岩と泥岩優勢な砂岩泥岩互層が繰り返して分布する特徴的な岩相を示すが，須川地域では砂岩

優勢な厚い砂岩泥岩互層を伴い，チャ ト層や吉際泥岩層をわずかに挟有している

塊状砂岩は，灰色を呈C，普通細粒中粒で部分的に粗粒な所がある 主に石英 カリ長石斜長石

などの鉱物片と玄武岩や酸性凝灰岩などの岩片からなる

泥岩優勢な砂岩泥岩E層では，厚さ 1-10cmの砂岩層が未聞結時の変形によって膨縮したり，所々

とぎれてしばしば礁化している 方，砂岩優勢な砂岩泥岩互層では地層が整然と積み重なっている

チャ ト層は，厚さ100m以下て.，側方への連続はよく ない チキ ートは白色を呈 C，厚さ 3-15cm 

で，厚さ 1-3mmの暗灰色ー黒色の泥岩の薄層と律動的なE居を形成している 接触変成作用によって，

再結晶C，やや石英の粒子が粗くなっている チャート陪の近傍には吉蝶泥岩層を伴うことがある

m. 3. 2 右谷山層(新称) (Mg) 

右笹山層は，本図幅地域の北西部の六日市町河津地域や錦町右谷山周辺地域に分布している 本層

は，珪質頁岩を頻繁に挟有することによって特徴づけられる 珪質頁岩のほかに，塊状砂岩と砂岩泥岩

互層が多く，薄いチャートや酸性凝灰岩をまれに挟む

珪質頁岩は，普通暗褐灰色を呈 C，まれに灰色ないし褐色を示す 数10mの厚さを有 C，塊状砂岩

ないし砂岩泥岩互層と繰り返し露出する まれに厚さ 5-25cmの酸性凝灰岩の薄層が挟在する 酸性

凝灰岩は灰白色から褐色を呈C，主として徴品質の石英と石英や斜長石の角張った鉱物片からなる 寂

地山のすぐ酉では，珪質頁岩層の近くに淡緑色ないし淡褐色の層状チャ 卜居が数mE書出している チ

ャ トは単層が厚さ 1-5cmで厚さ 3-5mmの泥質薄層と律動的な互層主'形成している

塊状砂岩は，細粒中粒で灰色を呈C，一般に砂岩優勢な砂岩泥岩互層を伴っている 砂岩優勢な砂

岩泥岩互層は，砂岩の単層の厚さが 1-20cmで，しばしば砂岩層が膨縮している 級化成層などの堆

積構造も観察される この塊状砂岩は，細粒中粒で灰色を呈C.主に石英斜長石 カリ長石などの

鉱物片と泥岩や玄武岩 酸性凝灰岩 半深成岩などの岩片からなる 砕屑粒子以外に，接触変成作用に

よって生じた細かL、黒雲母が数多く認められる場合がある

本層の上部には，泥岩優勢な砂岩泥岩互層が珪質頁岩層と塊状砂岩層の聞に露出している 砂岩層

は，未聞結時の変形によって膨縮したり，所々とぎれてしばしば様化している

m. 3. 3 三葛層(新称) (Mk) 

三耳層は，匹見町三耳から同町額々山地域にごく狭く分布している 主として泥岩優勢な砂岩泥岩互

層からなるが。最上部では葉理泥岩層や細粒砂岩層が厚く分布する また7 しばしば塊状砂岩を伴い，
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部14図 三葛層の泥岩恒勢な砂岩泥岩互層(匹見町三'"スケールの長辺は15cm

まれに酸性凝灰岩の薄層を挟有する

泥岩優勢な砂岩泥岩互層て'It，陪褐灰色を呈する泥岩中に，厚さ 1-5cmの砂岩の膨縮した薄層やレ

ンズヵ:点在している(第14図) 砂岩層は級化成層を示L，泥岩に漸移している場合と，級化成層が明瞭

ではなく上下が γ ャプな面で境されている場合がある

葉理泥岩層は暗灰色を呈L，ときに上方に向かつて細粒砂岩を経て中粒砂岩層に移化する場合があ

る

塊状砂岩は厚さ数回で，泥岩優勢な砂岩泥岩互層や葉理泥岩層の聞に挟まれて所々に分布する 細

粒中粒で，灰色を呈する 酸性凝灰岩は，緑灰色を呈L，やはり泥岩優勢な砂岩泥岩互居中に挟在す

る

N 中 生界

N. 1 湯来層(新称) (Y) 

本層は本図幅地域北東部の湯来温果付近に小規模に分布しており，吉和層群と断層関係にある 本層

は東隣「広島」図幅地域や北東隣「加計」園偏地域へと延長している(山田ほか，1986). r加計」図幅

地域の本層の延長部では。ジュラ紀放散虫化石を産する(早坂， 1987)ことなどから，山田ほか(1986)で
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広島花関錯類

H組事立原iII母
花劇場

湯来層

(含電製泥岩)

第15図広島1，崩岩掴に貫入された湯来園
(合礁泥岩) (泌来混泉)

は玖珂層群相当層となっている 地質概説のところで述べた早坂(1987)の中国帯の概要に従うと湯来層

は丹波層群相当居になる

本層は，主に含礁泥岩からなる それは，泥岩の基質の中に径数 mmー数10cmの砂岩やチャートの

礁を吉む堆積物である 礁はレンズ状やひきちぎれたような形状をなしている 入っている礁の量はさ

まざまであり，非常に礁の多い泥岩からほとんど礁を含まない泥岩へと漸移する

本層は，花園岩類の貫入(第15図)によって著しい接触熱変成作用を受けており，泥岩は黒雲母ホルン

フェルスとなっている 層理面が一定しない上に，花岡岩類の貫入により分断されているため，地質構

造や層厚の詳細は不明である
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N. 2 匹見層群

本国幅地域北西部の匹見町に流紋岩デイサイト溶結凝灰岩が分布している これは，村上(1974)が

匹見層群と命名 した白亜紀火山岩層の一部である 匹見層群は島根県柿木匹見地区を中心に島根県津

和野付近から脊梁山地沿いに広島県大朝付近まで連続して分布するテイサイト流紋岩質溶結凝灰岩を

主とする火山岩層である 本図幅地域ではその下部層が分布している

匹見層群は，今村ほか(1966)，通商産業省(1971，1972， 1973)により広威的な調査がなされた その

結果に基づき j 本層群は基盤岩類と北東南西方向の構造線に境され(一部不整合)， 500ーしOOOm以上

の沈降が認められることなどが明らかとなっている(村上， 1974) 匹見層群に隠する岩石学的研究は 7

今岡村上(1979)，村上今岡 (1980)，IMAoKA tt al. (1982)， IMAQKA and NAKA印刷A(1983)などで詳

しく述べられている それらによると，匹見層群の火山岩類は全岩組成や単斜輝石の化学組成からソレ

アイ卜系列の性格を有していることや，鉄鉱物がチタン鉄鉱を主として磁鉄鉱を欠くことなとが明らか

となっている 匹見層群は広島花尚岩類に貫かれ，熱変成作用を受けている またジルコンによるフィ

ツンョン トラック年代は87Maを示す(村上ほか， 1984) 

これらの事実や他の火山岩層との関係から?匹見層群は白亜紀後期の大規模火砕流堆積物で中国山地

中部の高田流紋岩と同時期のものとされている(飯泉ほか， 1985) 

本図幅地域の匹見層群は，下位より流紋岩溶結凝灰岩!デイサイト溶結凝灰岩からなり，両者は漸移

関係にある 以下に， これらの岩相，層厚1 地質構造などを述べる

1'1， 2. 1 流紋岩溶結凝灰岩(Hkc)

通商産業省(1981)の最下部流紋岩層に相当する 六日市町河津西方から匹見町にかけて分布する 本

図幅地域及びその周辺では，匹見町紙祖から北隣「三段峡J図幅内の大神ヶ岳に至る林道沿いで最もよ

く露出している

本岩と基盤との関係を直接露頭からは明らかにできないが，三耳以北での匹見層群と基盤(錦層群や

吉和層群)の分布と地形との関係から両者の境界が流紋岩側に傾レていると判断できる また紙祖から

大神ヶ岳に至る林道沿い(1三段峡」図幅内)で流紋岩中に吉和層群由来の泥質岩のフロックが認められ

ることなどから， 三富以北では本岩と吉和層群及び錦層群は不整合関係にあると判断した 本岩の大部

分は肉眼的に葉理面が明瞭てFないために正確な層厚は不明であるが，岩栢の分布などから500-1，000m 

程度と見積もられる 一方， 三富以南では，本岩と錦層群の境界はl 地形的起伏とは無関係にほぼ直線

的に延びている上に，本岩の分布域が狭くなる 更に河津越東北東日Omでは，境界付近り錦層群中

に，破砕帯が発達するのて1 本岩と錦層群は断層関係にあるといえる

本岩は主に石英の結晶片が特徴的な灰白色流紋岩溶結凝灰岩からなる 前述のように北隣「三段峡」

図幅内では異質岩片を含むこともあるが，本図幅地域内では肉眼的には本質レンズや異質岩片は認めら

れない 肉眼的には7 灰白色の基質中に径3mm程度の石英の結晶片が認められることを特徴とする

代表的な流紋岩質溶結凝灰岩(紙祖川支流林道沿レ， GSj R42894)は鏡下(第16国)で次のとおり
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部16図 匹見層群の疏粧岩溶結凝灰岩の顕世誼写真 q 石英 P 科長石 K カリ長百匹見町紙組川支琉林道
沿，，(GSJR42曲約百交ポ ラ 写真の長辺は8.6mm

結晶は約50容量%である 石英，斜長石，カリ長石，黒雲母からなる このうち，石英が最も多い

石英は 1-3mm程度のものと0.1--0.2mm程度のものとに分けられる このうち，粒径の小さいものほ

ど破片状となっていることが多い 斜長石，カリ長石は 1mm以下である 黒雲母は長径 1mm以下で

ある 黒虫母は，ほとんどがオパサイト化しており，外形を留めているにすぎない 本質νンズは，長

径 2mm前後でv 完品質で，主に石英 カリ長石の石基からなる 基質は徴品質な石英，畏石からなっ

ているが，溶結構造が残っている

N. 2. 2 デイサイト溶結凝灰岩(Hkd)

本岩は，通商産業省(1981)の下部石英安山岩層と中部石英安山岩層の一部に相当する

本岩は匹見町紙祖から西隣「津和野」図幅地域にかけて分布する 本地域で最も典型的に露出してい

るのは紙祖川沿いである(第17図) 下位の流紋岩溶結凝灰岩とは漸移的で，三耳の集落付近は中間的な

岩質が分布している.境界都は西側へ，すなわち，匹見層群中央部へと傾斜している 本岩も本図幅地

蟻内では構造が不明瞭であるが，通商産業省(1981)の地質図では商隣「津和野」図幅地紙内の本岩の延

長部に薬理の走向傾斜が示されている それによると本岩は匹見層群の中央部へ向かつて(つまり西へ)

緩傾斜している

本層は暗灰色の溶結凝灰岩で節理が発達している(第17図) 肉眼では暗灰色の基質中に長径2-4mm
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揖17図 匹見圃群のデイサイト溶桔轟灰岩の冒頭(匹見町紙組) 本告は節湿が発途して、、て プロヲタ状に割れや

すL

第18圃 匹見層群のデイサイト溶桔躍灰岩の顕融続写真日石英 P 斜長石 B: !I¥震BJ.C 胤斜却苔(周囲は

アタチノ阿古) 匹見町紙祖(GSJR4289~ ) 直交ポーラー 写真の長辺は8.6mm
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第 2表デイサイト溶

結提灰岩の化
学組成

Si02 67.32 

Ti02 0.41 

A1203 15.67 

Fo含0， 0.67 

FoO 3.37 

MnO 0.06 

MgO 0.98 

CaO 3.10 

Na20 3.56 

K，O 3.36 

P20S 0.06 

H20+ 。‘82
H20- 0.07 

Total 99‘45 
CIPW norm 

見 23.51 

C 0.68 

0' 19.86 

ab 30.12 

an 14.99 

en-hy 2.44 

fs-hy 5.07 

m' 0.97 

0.78 

ap 0.14 

Others 0.89 

Total 99.45 

D.1 73.49 

今岡村上(1979)の第

2表の H-62，匹見町紙組
付近 ノルム値は!吉井
佐藤(1983)により再計

算

第 3表 デイサイト溶桔揖灰岩の構成拡物の化

学組成

単斜輝石 斜方陣石 黒霊母

Si02 49.71 49.25 36.52 

Ti02 0.17 0.17 3.54 

Al203 0.79 0.38 12.00 

FeO'" 19.46 36.04 27.39 

MnO 0.58 1.02 0.33 

MgO 9.02 12.47 7.07 

CaO 19.34 1.35 0.06 

Na20 0.26 。.05 0.05 

K，O 0.05 0.05 8.64 

Total 99.38 100咽78 95.60 

。~6 。~6 0=22 

Si 1.959 1.963 5.783 

A1N 0.037 0.018 2.217 

剖 U 0.024 

Ti 0.005 0.005 0.422 

Fo 0.641 1.201 3.627 

恥'" 0.019 0.034 。.044
恥1. 0.530 0.740 1.668 

Ca 0.816 0.058 0.010 

Na 0.020 0.004 0.014 

K 0.003 0.003 1.745 

今岡 村上(l979)の都3，4， 6衰の H-62.匹見町紙祖付近

程度の有色鉱物や斜長石の結晶がよく認められる 本岩の代表的なデイサイト溶結凝灰岩(匹見町紙祖，

GS] R42895)は鏡下(第18図)で次のとおりである

結晶片は約50容量%である そのうち，斜長石が最も多い そのほかの結晶片は石英，斜方輝石，単

斜師石，黒雲母，角閃石?不透明鉱物である これらの結晶は長径 4mmに達するものがあるが，多く

は0.1-1mm程度である 斜長石と石英は破片状を示すものが多い 蹄石の内部は繊維状の角閃石の集

合体となっており，新鮮な部分はまれである 斜方輝石の周囲には角閃石の徴細結品が生じている 基

質は著Lく再結品が進み，徴小な長石，石英，黒雲母が生じているが溶結構造を残している 本質レン
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ズは，長径 )-2mmで基質よりもやや粗粒な石英 長石からなる

本図幅地按内の本岩について今岡 村上(1979)により全岩化学組成と鉱物の化学組成が示されてい

る それを第2表と第3表に示す 鉱物の化学組成のうち，単斜輝石は， Ca: Mg : Fe=O.41 : 0.26 

0.33，斜方輝石は， Ca: Mg: Fe二 0.03: 0.36 : 0.61である 黒雲母の mg値(Mg/(Mg+ Fe+Mn))は

0.312である

N. 3 広島花樹岩類

本国幅地域内には広〈花崩岩類が分布している 本花崩岩類は中国地方に広〈分布する広島花崩岩類

の一部である

広島花樹岩績は，中園地方の白亜紀花崩岩類を代表するもので，山口県東部から広島県を経て岡山県

にかけて東西方向に分布 L， 部は広島市から島根県にかけて南北方向にも分布している 岩質は中一

粗粒黒雲母花崩岩を主体と L，しばしば角閃石を含有する ルーフベソダント周辺では細粒相が発達す

る 更に局所的には石英閃緑岩や斑れい岩質の部分も認められる(吉田，1961;小島， 1964) 

西南日本内帯の花尚岩類は，南から領家帯，山陽帯，山陰帯に分けられているが，山陽帯の花崩岩類

はタ ングステン鉱床を伴L、，チタン鉄鉱系花樹岩頬が卓越するとL寸特徴があり，広島花嗣岩類はその

代表である(石原， 1980) 

N. 3. 1 広島花嗣岩類の区分と記載

本国幅地域の広島花岡岩類は，図幅地核内の中央部から南東部にかけて連続して広〈分布するほか，

六日市町長瀬峡沿い，北部の吉和村太田川周辺，それに北京都の打尾谷沿いに分布している 広島花岡

岩頬と被rt入岩類は，水平から緩傾斜の度界面で接することが多い このため，相対的に地形的に低い

地域に広島花嵐岩額が分布している 本岩類は，先白亜系や匹見層群に不調和に貫入 L，広〈接触変成

作用を及ぼしている

本図幅地核内の広島花崩岩類は，石英閃緑岩 中粒角閃石黒雲母花嗣岩 中一粗粒黒雲母花闘岩細

粒黒雲母花筒岩文量斑岩質花崩岩に分けられる また，湯来町好走答周辺のように黒雲母花岡岩の中

粒相と細粒相が混在している部分については細中粒黒雲母花尚岩として一括して地質図に示した

花樹岩類相互の関係 石英関緑岩は中粒角閃石黒蜜母花崩岩中の摘獲岩として産する 中ー粗粒黒雲母

花岡岩と中粒角閃石黒雲母花園岩の境界部はやや漸移的で両者の前後関係は判然としない しかしなが

ら，中粒角閃石黒雲母花岡岩中に吉まれている偏平な暗色包有物の定向配列によ る面構造が，両花崩岩

の境界に直交あるいは斜交することが多いので，中粒角関石黒雲母花闘岩は中 粗粒黒雲母花岡岩に貫

入されているとみなした 細粒黒雲母花崩岩と中一粗粒黒雲母花崩岩との噴界は明瞭な場合と判然とし

ない場合とがある 明瞭な場合，境界部付近で中一粗粒黒雲母花岡岩が細粒黒雲母花商岩中に取り込ま

れていることがよくある ただし，急冷縁を伴うことはないので，中粗粒黒雲母花崩岩，細粒黒雲母

花嗣岩の顧に連続して貫入国結したものと判断できる
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石英

花嗣法

カリ長石

-細粒黒雲母花樹岩

6 中租栓黒雲母花附岩

o中一組存立角間石黒雲母花筒岩

ロ石英閃録岩

判長石

第19国広島花両岩頭のそ ト組成岩石名は S，民民間SE.'l(1973)の分額による

第四国 石英閃揖岩の顕世観写真 P 斜長石 B 県!Ra， H 角間石佐伯町悪谷(G勾 R42896) 直交ポーラー
写真の長辺は.5.8mm
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ζコ

摺"圏 中世角閃石黒雲母花園岩中の
暗色包有物(佐伯町悪谷}

以上のように本図幅地戚内の広島花岡岩類は，):t入の古いものから順に石英閃緑岩，中粒角閃石黒雲

母it樹岩，中一粗粒黒雲母花崩岩，細粒黒雲母花岡岩となる ただし，後の二者はほとんど連続してい

たものと推定できる 士象斑岩質花闘岩とそのほかの花岡岩類との直接の関係は分からなレ 文最斑岩

質花尚岩は中粒黒雲母花崩岩と沖積層を挟んで分布 L，文畠組織や斑状組織が発達することから中粗

粒黒窓母花闘岩の浅成相なのかもしれない

次に本図幅地域の広島花嵐岩類の記載を行う 代表的な岩石のそ ド組成は第四図に示してある

石英閃緑岩(Hqd) 本岩は佐伯町玖島及び悪谷南部，吉和村宜鹿平山東方に小規模に分布する 悪谷の

ものは中粒角閃石黒雲母花嵐岩中の捕獲岩として，また，玖島のものは細粒星雲母花嗣岩中の捕獲岩と
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揮22図 中粒角閃石黒冨母花園岩の囲世銀写真 Q 石英 P 斜長石 K カリ長石.B 黒沼健 H 角間百
佐伯町玖島(G勾 R42897) 下方ポーラー 写真の及辺116.3mm 

して産する 女鹿平山東方では吉和層群に賀入している 細中粒塊状の岩石で，モード組成の上から

は石英閃縁岩又はトーナル岩である 色指数は2←36である そード組成で石英閃緑岩になるもの(GS-

J R42896，佐伯町悪谷)の鏡下(第20図)の特徴は次のとおりである

主に斜長石，角閃石，黒雲母，石英からなり，副成分鉱物として単斜輝石，カリ長石，燐灰石，スフ

ヱーン，チタン鉄鉱を含む斜長石は自形半由形で，核部はアンデγ/，縁部はオリゴクレスである

角閃石はz=淡録色で半自形他形が一般的であるが，長柱状の自形結晶も認められる 由形の角関石

の核部には徴小な単斜輝石が認められる 黒蜜母は半自形でz=赤褐色で部分的に緑泥石化している

石英は粒間充填状に産する チタン鉄鉱は黒雲母と角関石中に包有されて産する

中粒角閃石黒雲母花樹岩(Hh) 佐伯町津田から玖島にかけてまとまって分布するほか，佐伯町悪苔か

ら針山にかけて暗色包有物を多量に含む岩相として産する(第21図)

本岩の主岩相は津田から玖島(第22図)に分布する 主に中粒岩であるが，中粗粒黒蜜母花樹岩との

境界付近では粗粒となる しばしば長径 10m程度の由形のカリ長石を吉み，斑状組織を呈する また

長径10-100cm程度の暗色包有物を含むことがよくある 偏平な暗色包有物の定向配列の構造は，本岩

の南側で走向がほぼN-Sで東傾斜のことが多い 北部は走向がNWないLNEで傾斜は北である 悪

谷から針山では中粒を呈L，暗色包有物を多量に古むが，暗色包有物による定向配列は認められない

主に石英，斜長石，カリ長石，黒雲母，角閃石からなり，副成分鉱物としてジルコン，燐灰石，褐れ
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ん石，不透明鉱物を含む 色指数は 5-8%である 斜長石は半由形で主にオリゴクレスで，核部の一部

はアソデゾン，カリ長石と接する外縁部はアルバイトである カリ長石はパーサイト構造を呈する 他

形をなすことが多いが，由形をなして斑状組織を形成するものもある 黒雲母は半自形一他形でz=褐
色漫緑褐色である 部分的に緑泥石化してレる また，'/ルコン，燐灰石I 褐れん石を包有して，こ

のうち，ジルコン及び褐れん石の周閤はわずかに多色性，、ローを生じている 角閃石はz=緑色で半由
形ー他形を皇し!黒雲母と連品することが多い

中一組粒黒雲母花嗣岩(Hc，Hm) 中一粗粒黒雲母花嗣岩(Hc)は，本国幅地域南半部の錦町及び佐伯町か

ら中央部北端部の吉和村にかけて連続して分布している そのほか，細粒黒雲母花園岩を混在する中粒

黒雲母花闘岩(Hm)が，本図幅地域北東端部の打尾苔周辺に分布している 本図幅地域南東部では粗粒

相が，西部及び北部では中粒相が卓越する 塊状で均質な岩石で，しばしばカリ長石が桃色を呈する

暗色包有物はまれである

主に石英，斜長石，カリ長石，黒雲母からなり 副成分鉱物として褐れん石，ジルコン，燐灰石，不

透明鉱物，蛍石を含む ごくまれに角閃石を含むことがある 色指数は2-5である 斜長石は由形一半

由形で主にオリゴグレスであるが綾部はアンデゾンの組成にかかることがある また，カリ長石と接す

る縁部はアルバイトである カリ長石は他形でパーサイト構造を呈する 黒雲母は Zニ緑褐色一褐色で，

半由形一他形を呈する 一部緑泥石や白雲母に変質している ジルコン，燐灰石，褐れん石を包有して

多色性ハローを生じている

細粒黒雲母花岡岩(Hf) 本岩は中組粒黒雲母lE嗣岩白上に重なるように地形的高所に広く分布する

本国幅地域南東部の中粒角閃石黒雲母花尚岩中央部にも本岩が分布している 本岩は，本図幅地域西部

の銅層群や中央部北側の吉和層群が花樹岩類と緩い傾斜で接する地域に広く分布している そこでは，

厚さが200mに達L-.ほぼ水平に分布している(地質断面A-B) そのほか 1 高鉢山南 lkmでは中粗

粒黒雲母花崩岩中に小規模なシ ト状として産する 本岩は細極細粒で他の中粗粒な岩相に比べて優

白質である 概して等粒状であるが，局所的に径3-5mmの石英が斑晶状に散在する

主に石英，斜長石，カリ長石，黒雲母からなり， 1nlj成分鉱物としてジルコン，燐灰石を含み，蛍石，

不透明鉱物を含むものもある 二次鉱物として少量の緑泥石，白雲母がごく普通に産する 色指数は2

3である 斜長石は由形半由形で，オリゴクレスの組成である カリ長石は粒間充填状でパ サイト情

造及び，徴斜長石構造を示す 黒雲母は半由形ー他形で z=褐色又は緑色である 縁泥石化している
ことがよくある ジルコンを包有してハロ}を生じている

文章蹟岩質花樹岩(Hg) 本岩は吉和村熊崎から北隣「三段峡」図幅地域にかけて分布している 陪灰

色中粒な岩石で斑岩状を呈することがある しばしば直径30-50cm程度の暗色包有物(細粒閃緑岩質)

を包有する 鏡下では次のとおり

斑晶は斜長石，石英，カリ長石，黒雲母からなり，石基部には石英と長石類の徴士象組織がしばしば

認められる 変質が進んでおり，白雲母，緑泥石，緑れん石が二次鉱物として産する 特に黒雲母はほ

とんどが緑泥石化している
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11'. 3. 2 化学組成と K-Ar年代

全岩組成 本図幡地域の花岡岩類については通商産業省(1981)，村上(1981)，天白 (1982)により合計

23個の全岩化学組成が示されている そのうち，サンプル地告と岩相が特定でき，地域的偏りがないよ

うに選んだ分析値を第4衰に示す これから，中粒角関石黒雲母花嗣岩，中粒黒雲母花崩岩!細粒黒雲

母花嵐岩と貫入の順に Si02量が増えていることが分かる ー方，F町0，十FeO，MgOそれにCaOはい

ずれも角閃石を含む No.lとNo.2の方が角関石を含まなし、 No.3-No. 6よりも多い

鉱物の化学組成代表的な試料の苦鉄質鉱物の化学組成を第5表に示す黒雲母の mg値は石英閃緑

部4表広品花崩岩閣の化学組成

細粒黒雲母lE樹岩岩石 中粒角閃石恩霊母lE闘岩 中校黒雲母花嗣岩
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1. 2. 5は天白(1982)，3， 4， 6は通商産業省(1981)による Noの下の( )内は原著の鼠料番号 ノルム値は!官弁 佐藤 (19田)
により再計算
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岩，中粒角閃石黒雲母花崩岩，中ー粗粒黒雲母花岡岩，細粒黒雲母花崩岩の順に小さくなる 酸素を22

としたときの原子比で Si値はいずれも5.6-5.7程度である これらの mg値平日値の範囲を他の西南

日本内帯の例(例えば，団結庄ほか， 1979)と比較すると，奥型的な山陽帯の領域に収まる 角関石は

Ca角閃石で LEAKE(1978)の分類に従えば，石英閃緑岩で magnesio-hornblende，中粒角閃石黒雲母花

崩岩で actinolitichornblendeから ferro-hornhlendeとなる 石英関緑岩中の単斜輝石は Ca:Mg 

Fe=O.46 : 0.38 : 0.16の普通卸石で Ca成分に富む

K-Ar年代 本図幅地威内の広島花嗣岩類の粗粒黒雲母花嗣岩(佐伯町岩倉)について河野 植田

(1966)により黒雲母の K-Ar年代として93Ma (新しい境変常数で再計算)の値が得られている

N. 3. 3 接触変成作用

本図幅地域の先白亜系の岩石は，広島花樹岩類の貫入によって接触変成作用を受けて再結晶してレ

る 接触変成作用は花崩岩類周辺の岩石に加えて，先白亜系がまとまって分布する大峯山，冠山(湯来

町)，女鹿平山，小五郎山，羅漢山の周辺の岩石に及んでいる 接触変成作用を受けた岩石のうち，砂

第 5表 広島花園岩簡の憐成拡物の化学組成

拡 物 黒 雲 母 角 閃 石 単斜師石

岩 石 QD HBG 込'BG FBG QD HBG QD 

SiO~ 36.2 35.0 34.7 34.9 48.5 42.2 51.7 

TiOz ι16 3.74 2.23 3.51 0.98 2.04 0.57 

Alz03 14.3 13.7 14.6 15咽6 5.72 9.36 1.50 

F，O・ 22.9 26.9 31ι 3l.2 18.1 23.1 9.88 

MnO 0.30 0.64 1.20 1.07 0.38 0.68 0.36 

MgO 9.11 6.37 2.62 1.35 11.8 6.60 13.2 

CaO 0.03 0.01 0.01 0.03 10.9 10.6 22令

NazO 。‘10 0.08 0.06 0.03 1.03 1.58 0.17 

K含O 9.10 8.77 8.82 8.51 0令9 1.03 0.00 

Total 96.20 95.21 95.64 96‘20 97.90 97.19 99‘78 

0=22 0=23 口~6

Si 5.576 5‘578 5.637 5.599 7.215 6.591 1.947 

Ti 0舎82 0.448 0.272 0.423 0.110 0.239 0.016 

Al(II) 2.424 2.422 2.363 2.4-01 0.785 1.409 0.053 

Al(，，) 0.171 0.151 0.432 0.548 0.218 0.313 0.014 

Fe2+ 2.949 3.584 4.265 4.184- 2.251 3.016 0.311 

ドln 0.039 0.086 0.165 0.145 0.048 0.090 0.011 

恥'g 2.090 1.512 。.634 0.323 2.615 1.535 0.741 

Ca 。咽005 0.002 0.002 0.005 1.737 1. 773 0.904 

Na 0.030 。‘025 0.019 0.009 。.297 。咽478 0.012 

K 1.787 1‘782 1.827 1.741 。.093 0.205 O.OO(J 

高繍(1986)による QD石英問録岩(佐伯町悪谷 GSjR+2896)， HBG 中位角間石黒猿母花樹岩(佐伯町玖島 GSj R42897)。
MBG 中位黒窓母花働岩(よ勝成山 GSj R+2898)， FBG 締粒黒雲母花幽岩ωn建築山北1.5km， GSj R+2899) 
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質岩亙び泥質岩には黒雲母がごく普通に含まれている 塩基性岩類は Ca角閃石(アタチノ閃石又は普

通角関石)を変成鉱物として含み，緑れん石を吉むこともある 都濃層群の超音鉄質岩類は，接触変成

作用によって再結晶しており，かんらん石， トレモラ閃石，斜方輝石を接触変成鉱物として含む

このように本図幅地核の先白亜系は広範囲に接触変成作用を受けている 本図幅地域で接触変成作用

の影響が弱L、のは中津谷川の流践に分布する吉和層群で，中津谷川下流では泥質岩や砂質岩に黒雲母が

わずかに生じているにすぎない また，珪質頁岩から保存は不良であるが同定可能な海綿の骨針や紋散

虫の化石を産する

白亜紀の匹見層群も，広島花樹岩類のJ!t入により接触変成作用を受けている 匹見層群で接触変成作

用による黒雲母が出現するのは，河津越付近から匹見町三耳を経て，笹山の南約500mを結五線よりも

西側の地峡である 本図幅地核西端の花岡岩類との接触部付近の流紋岩溶結凝灰岩には白雲母が生じて

いる 花嗣岩類の分布や接触変成峡の広がりから本図幅地域内の花嗣岩類の賀入による接触変成績は，

河津越よりも南側の地域である 河津越以北の接触変成域は，地表下や西隣「津和野」図幅地蟻に卦布

する花嵐岩類によると判断できる

N. 4岩脈類

岩脈類カ"先白亜系，匹見層群，広島花憎岩類に貫入している 岩脈類は，珪長岩，石英斑岩及びlE

崩斑岩などの酸性岩，ひん岩， トレライトに分けられる これらは広島花崩岩類の貫入直後か少し遅れ

た時期のものと考えた

官。 4.1 珪長岩，石英斑岩及び花闘斑岩(F)

本岩類は本図幅地域内にごく普通に見られる岩脈であり，特に本図幅地域南西部から中央部の本郷村

E び吉和村にかけた地域で顕著に見られる 岩脈の幅は 1-5m程度のものが多い 鬼石山の西側には，

短径200m程度の花崩斑岩が分布してレる これは岩脈というより，小規模な貫入岩体とすべきもので

あるが，岩質が類似Lているのでここに含めた 一般に，岩脈の走向は本図幅地域南西部ではNE-

SW系の方向が卓越するが，中央部では NW-SE系が卓越している

優白質な岩質で，斑晶の有無，斑品の石英と長右傾の量比から，珪長岩，石英斑岩，花筒斑岩に細分

できる 鏡下では，廷長岩及び石英斑岩の基質は隠微品質，花崩斑岩の基質は徴花嗣岩質である

l>I. 4. 2 ひん岩(p)

本岩は羅漢渓谷から加森山周辺にかけて分布している 脈幅は 1m前後のものが多レが， 5m程度の

ものもある(第23図) 岩脈の方向は酸性岩脈と平行で，緩漢渓苔でNE-SW系が卓越し，加森山北で

は NW-SE系が卓越している

本岩は緑色細粒で脈幅の広いものは中央部が斑状となる 主に斜長石，アクチノ閃石，緑泥石からな

るが?黒雲母や昔通角閃石を含むことがある このうち，アタチノ閃石，緑泥石は2次鉱物と思われ

る 斜長石の一部は長径2-5mm程度の斑品として産することもある
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/ 第四図 広島花幽岩矧を置くひん岩岩脈

(写真中央部 佐伯町林道焼山線沿

L、}

町 4. 3 ドレライ ト(D)

本岩は錦町浦石峡，生山峠北西 lkmの河床及び佐伯町羅漢渓谷懇谷の比丘尼ケ淵で広島花嗣岩頬に

貫入している 本図幅地域北西端部の笹山東 2kmでは，匹見層群に:t:t入している 脈幅は，生山峠北

西>kmの河床では最大50mくらいであるが，他は 2-5mである 本岩は，前述の花岡斑岩などの酸

性な岩脈やひん岩とは異なって走向延長上に続かず， レンズ状の分布をなしている 肉眼的には黒色一

緑黒色細粒を呈する 代表的なもの(生山峠北西河床. GS] R42900)は鏡下で次のとおり

斑品は主に斜長石，単斜筒石からなる このうち，斜長石は柱状由形で長径0.2-0.5mm，単斜輝石

は半自形でO.4mm以下である そのほか，斑品として褐色の変質鉱物になったものが単斜師石に取り

固まれて産する 石基は斜長石，単斜輝石!粒状の不透明鉱物からなる オフィテ ィック組織は認めら
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れないが，完品質であるということと，斜長石と単斜輝石からなることからドレライトとした

V 新第三系(冠山火山岩類)

本図幅地域中央部の広島県と山口県の県境付近を中心に玄武岩や安山岩の溶岩が分布している 地形

的高所に散在分布する同様の岩石も含めて 1 冠山火山岩類と総称する 本岩類は，従来，更新世後期の

火山岩類と考えられてきたが(鷹村， 1973)，宇都 岩森(1987)により本岩類の K-Ar年代は 8-9Ma 

(中新世後期)であることが明らかとなった

本岩類は，古生界や広島花崩岩類を不整合に被覆しており，基底面は標高800ー1，100m程度である

これはほぼ選後山面に相当する浸食小起伏面である(第I章) 冠山火山岩類は，更に，横山安山岩，冠

高原玄武岩，広高山安山岩の 3つに細分できる このうち，冠高原玄武岩は，さまざまな斑晶鉱物組合

せの玄武岩からなるが，分布の詳細が不明なため，ここでは一括する 広高山安山岩は，鬼ヶ誠山周辺

や冠山(吉和村)の南東2km周辺で，分布のうえから，冠高原玄武岩の上位になることが分かる 償山

安山岩はl 広高山安山岩や冠高原玄武岩から離れて分布しており?これらとの上下関係は分からない

が，凡例では便宜上，冠高原主武岩の下位にしてある これらの火山岩類のうち，広高山安山岩からな

る広高山冠山，鬼ヶ城山は地形的に日まりを形成している この地形的高まりのうち?少なくとも冠

山山頂直下には火道があるものと判断して，地質断面図(C-D)に表現した

冠山火山岩類は，鷹村(1967)によって詳細な岩石学的研究がなされている 第6表にl龍村(1967)によ

る本岩類の化学分析値を示した 冠山火山岩類のうち，冠高原玄武岩は，アルカリ岩系に属 L，ノルム

鉱物としてネフェリンがしばしば算出される 一方，ノルム石英が算出されるものもあるが 1 鷹村

(J 967)によると，そのような岩石は多量の花樹岩質物質の捕獲結晶を吉む(第6表の 5)とされている

V. 1 横山安山岩(KY)

本岩は，横山の稜線に近い山腹沿レに，露出している(第24図) そのほか，横山の南西2.3km付近

にも小規模に露出している 本岩は，都濃庖群及び広島花崩岩類上に被覆している 本岩は，灰暗灰

色のかんらん石角閃石安山岩溶岩からなる このうち，代表的試料の岩石記載を以下に示す

かんらん石角閃石安山岩(GSJR42901) 佐伯町横山山頂の北東方0.15km 板状節理の発達した溶

岩灰色で長さ Imm程度の角閃石斑品が目につく 鏡下では，

斑晶 斜長石(約10%)，角閃石(オパサイト化，約3%)，磁鉄鉱，かんらん石及ひ'燐灰石 料長石は長

柱状で清澄，長さ0.3-0.7mm 長さ0.3-1.2mmのオハサイトは，形態から大部分は角閃石起源と

判定したが，流理に沿って弧状を呈するものは黒蜜母起源であるかもしれない 長さ0.15mm程

度のオパール粘土鉱物集合体は 形態や変質様式からかんらん石起揮であろう

石韮 斜長石，単斜揮石及び磁鉄鉱からなり，これらの鉱物の聞を珪長質メソスタ γスが満たしている

孔隙はクリストバル石に満たされている 全体にわたってオパールや粘土鉱物が生じている

捕聾結晶 鱗珪石と単斜蹄石に取り固まれた石英蝿の畢状憐造を呈する斜長石
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第 6表 冠山火山岩閣の化学徳足立{鷹村.1967) 
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農村(1967)の記鍍は次のとおり 1 かんらん石玄武智(65080201 定休遺l.2 粗面玄武総(650仙 5制 定林道l.3 かんらん右玄

武岩(650631凹I 宕高原l.. 組粒玄武岩(65040512 冠高原).， 紫蘇鱒苔普通噂石玄武岩(65083102，冠高原).6 繁蘇錦石普通
錦右玄武岩(33 窪高原)，7 包面玄武岩(650曲 301 針山l.8 盤面玄武営(65062103 針山)，9 角間石玄武岩(65110105 繍山}

10 角間石安山岩(酎032710. 野屋) ノルム値は吉井佐藤(1983)により再計算本線告の分額tニ従うと 1-8が窓高原玄武岩1

9が繍山安山岩， 10が広高山安山岩に相当する
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開"園 償山安山岩のI1IDJ¥(佐伯町横山)

v. 2 冠高原玄武岩(KK)

本岩は，冠山の南東2km周辺と，冠高原周辺から鬼ヶ域山の東側にかけた一帯，及び針山の北西 1-

1.5 kmと北北西 1km付近に分布している 冠山の南東2km周辺では，本岩は吉和層群を被覆してい

る 南東縁は断層で広島花樹岩類と境される 冠高原から鬼ヶ城山の東側に分布するもの及び針山の北

西や北北西に分布するものは，いずれも広島花尚岩鎮の上位にある 冠高原の北西縁では，断層によっ

て広島花岡岩類と境される

本岩は，さまざまな斑晶鉱物組合せの玄武岩からなるが，露頭が少な〈転石によって分布の概要が分

かるにすぎないので，地質図では一括した 冠高原玄武岩は，無斑品質玄武岩，かんらん石玄武岩，普

通卸石かんらん石玄武岩，普通卸石古銅面I石室武岩，普通輝石含有角閃石玄武岩なとからなる 冠山南

東 2km付近り林道平沢沿いの露頭から l 冠高原玄武岩は広高山安山岩の下位にあることが分かる 広

高山安山岩の境界部近くの冠高原玄武岩最上部は，多孔質となる

冠高原付近では，訟の木峠の西側の道路沿いに冠高原玄武岩の露出があり，主に普通輝石かんらん石

玄武岩からなる 冠高原のスキー場を中心として普通輝石古銅輝石主武岩からなる転石が散在してい

る 分布状況から，普通輝石古銅輝石玄武岩は，普通輝石かんらん石玄武岩よりも上位の溶岩である

鬼ヶ挨山の東北東0.7km付近で，佐伯町飯山から南西ないし南南西方向の道路沿いに，高さ 3-5m 
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程度の岩塊が数か所露出しているが，それは，普通輝石含有角閃石玄武岩からなる溶岩である そのほ

か，鬼ヶ城山の東側の山腹に，同様な岩石の転石が散在している

針山の北西 }-1.5kmと北北西 lkm付近には，かんらん石玄武岩が分布している 針山の北西 1-1.5

h では，標高850-9帥 m付近の山稜よりわずかに下った斜面に径数m程度の露岩として点在したり，

転石として分布している 針山の北北西 1kmでは，標高800m前後から山頂までほほ連続した露出と

して君、崖をなして産する

次にv 冠高原玄武岩を構成するもののうち，典型的なものについて記鍛を行う

無斑晶質玄武岩(G勾 R42902) 広島 山口県境，訟の木峠の北北東1.9kmの林道沿いの柱状節理が

発達する溶岩黒灰色で丸みを帯びた長さO.5mm程度の斜長石の結品が目につく 鏡下では，

斑品 料長石(1%以下)，かんらん石(まれ)及び不透明鉱物(まれ) 斜長石は畏柱状で清澄f 長さ0.2-

O.5mm かんらん石は由形性が強(，長さは0.15mm程度，反応縁は無い 一部分あるいは全部

が粘土鉱物化している 不透明鉱物は，径0.2mm程度で，形態などから磁鉄鉱である

石基斜長石1 単科輝石及び不透明鉱物で，これらの聞を瑳長質メソスタシスが満たしている 不透明

鉱物は。形態などから，大部分が磁鉄鉱で，ご〈一部がチタン鉄鉱である 全体にわたって粘土

鉱物が生じている

捕聾結晶 結晶縁が峰の巣構造を呈する普通輝石と斜長石

かんらん石玄武岩(G勾 R42903) 佐伯町針山の北西1.2kmの山稜近くの転石 灰色で斑晶は目立た

ない鏡下では，

斑晶 かんらん石(タ量)亙び斜長石(まれ) かんらん石は長さ lmm程度でやや丸みを帯びているが1 反

応縁を有しない 周縁部がイデ4ングス石化している 科長石は，長さ0.6mm程度で，柱状で清

澄である

石基斜長石，かんらん石，単斜輝石l 磁酷鉱，燐灰石及び金雲母{少量)からなり，鉱物の間をアルカ

リ長石や沸石が満たしている 孔は，金雲母と沸石とによって満たされている 長さ0.05mm前

後の単斜陣石句集合体(径0.5mm)がまれに見られるが，これは捕獲結品(例えば，石英)とマグマ

との反応生成物だろう

普通輝石かんらん石玄武岩(GSJR42904) 広島 山口県境，径の木峠の西方0.5kmの道路治い 黒

灰色で長さ0.5mm程度の斜長石斑品が目立つ まれに針状で長さ 2mmに達する斜長石斑晶も目につ

く 鏡下では，

斑晶 斜長石(約 7%)，かんらん石(約3%)及び普通陣石{約 1%) 斜長石は長柱状で清澄，長さ0.2

0.5mm かんらん石は自形性が強く，長さ0.1--0.5mm，反応縁を有しない 一部分あるいは大部

分が粘土鉱物化している 普通輝石は短柱状で，長さ0.1--0.2mm 

右基 斜長石，単科聞石，不透明鉱物及びかんらん石で1 これら鉱物。聞をアルカリ長石及び珪長質メ

ソスタシスが満たしている 不透明鉱物は，その形態から，大部分が磁鉄鉱で，ごく一部分がチ

タン鉄鉱である かんらん石は，一部分あるいは全部が粘土鉱物化している

捕種結晶 厚さ約0.2mmの単斜輝石及びかんらん石粒の集合体に固まれた不定形の斜方輝石 周縁部あ

るいは全体が蜂の巣構造を呈する普通陣石

普通輝石古銅輝石玄武岩(GSJR42905) 冠高原スキー場の斜面上の転石 黒色で板状に割れやす

い また，気孔が散在している 鏡下では，
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斑晶 古鍋圃石及び普通輝石(両者で約 3%) 古銅聞石は柱状で。長さ0.1--0.4mm 単斜輝石と平行連

晶{単科陣右が常に外側)することがある 特に世斑晶の場合によく見られる また，中心部に

(100)面に平行な単斜陣石葉片を含むことがある 普通醐石は短柱状で古銅剛石よりも小さく量も

少ない

石基斜長石単斜輝石斜方陣石不透明鉱物などが認められるが，詳細は不明である

捕獲結晶 円味を帯びた石英(石英集合体の場合もある) 虫食い状の斜長石片 峰の巣構造を呈する普

通輝石

普通揮石含有角閃石玄武岩(G匂 R42906) 鬼ヶ城山の東北東O.7kmの林道沿い 黒色を呈する 鏡

下では，

斑品 角閃石(オハサイト)(約 2%)及び普通輝石(まれ) 長さ0.2-]mmのオパサイトをその形態から

角閃石起躍と判定した普通輝石は短柱状で，長さO.15mm程度

石基褐色ガヲス中に斜長石，単斜輝石，かんらん石，斜方輝石lHJ'磁鉄鉱が古まれている 斜方四石
は単斜障石と平行連晶(単斜輝石が常に外側)している 部分的に粘土鉱物を生じている

V. 3 広高山安山岩(KH)

本岩は，広高山及び冠山周辺と，鬼ヶ域山周辺の 2か所に比較的広くまとま って分布するほか，額々

山から匹見町と六日市町の境界の河津越に至る稜線に小規模に分布している このうち，広高山の北東

や南側の急斜面や谷沿い及び冠山の山頂付近から東側 Ikm程度の範囲で，径数m程度の岩塊として露

出している(第25図) 松の木峠から冠山に至る山道沿いにも，小規模な露出がある 松の木峠北東2.5

h から北北東 2km付近の林道沿いの切割でも高さ 2-4m位の露出がある 鬼ヶ様山周辺では，鬼ヶ

域山の西斜面に露頭が数か所確怨されるほか，広島 山口県境に沿う稜線に本岩の転石が散在してL、

る

本岩は，普通角閃石安山岩及び普通輝石官有普通角閃石安山岩から構成されている 代表的な試料は

次のとおりである

普通角閃石安山岩(GSJR42907) 吉和村冠山の西方0.8kmの稜線上の径数10cmの転石 灰色で長

径 3-5mmの角閃石斑晶がよく目立つ

斑晶 普通角閃石(約 2%)，斜畏石及び磁鉄鉱普通角閃石は長さ 2mm以下で， z軸色は賞褐色，一部
"あるいは大部分がオハサイト化している 径0.1mm程度の趨鉄鉱粒や長さO.2mm程度の柱状

燐灰石を包有することがある 斜長石はI 柱状で清澄p 長さ lmm程度

石基 斜長石!斜方陣石Eび磁鉄鉱からなり!これらの革物の間を珪畏質メソスタシスが満たしてレる

捕聾結晶 円味を帯びた石英周縁部が虫食い状の科長石

普通輝石含有普通角閃石安山岩(GSJR42908) 鬼ヶ域山の西方0.5kmの標高920mの斜面で，酉へ

緩く傾いた流理が認められる溶岩灰褐色を呈する 鏡下では，

斑晶 普通角閃石(約 7%)，科長石{少量)，普通闘石(まれ))}.ぴ磁鉄鉱(まれ) 普通角閃石は，畏さ1.2

mm以下で，z軸色は，赤褐色，一部分あるいは大部分がオパサイト化している 斜長石は柱状で
清置，長さO.5mm程度

石基 斜畏石，斜方輝石Eび磁鉄鉱からなり!これらの鉱物の聞を珪長質メソスタ シスが満たしている
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第"図広高山安山岩の露頭〈吉和村冠山
山頂東!km) 

金雲母がごく少量認められる 孔隙には鱗珪石が品出している

捕獲結晶 蜂の巣状構造を呈する斜長石

v[第四系

VL 1 段丘堆積物(Te)

本図幅地域の平坦面は宇佐川沿いの浦石から宇佐郷付近の標高約400-450m に見られ，段丘堆積物か

らなる 宇佐川本流からの比高は，宇佐で20-80m，宇佐郷で120→ 170mである このうち，字佐付近

では層厚10m程度の礁層が認められる そこでは，礎層は淘汰が悪く，層理面ははっきりしない 撲

は亜門翠角礁で礁種は花園岩類やホルンフェルスなどである このほか，佐伯町津田にも標高約300

m に段正堆積物が見られる(第26図)

Vl. 2 崖錐堆積物(t)

崖錐堆積物は羅漢山周辺の都濃層群分布域に著しく発達していて(第27図)，淘汰不良な角亜角礁を
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主としている 女鹿平山南東1.5km周辺の緩斜面も崖錐堆積物からなり，吉和層群を被積している

そのほか1 花嗣岩山地の山麓緩斜面に小規模な崖錐堆積物が分布している

¥1. 3 沖積層 (.)

沖積層は』河川沿いの谷底平野に分布し，礁 砂 γルト 粘土からなる

四地質構造

本図幅地域の地質構造は各地質単元の節でそれぞれ述べた 本章では，先白亜系の地質構造形成に関

わった断層と現在の地表での各地質単元の分布を規制している断層について述べる

都濃層群と錦層群は，須川北東方の北に急傾斜した断層及び羅漢山の西北西2kmの NE-SW走向の

断層で接している 錦層群と吉和層群は，冠山(吉和村)の西北西方で WNW-ESE走向で北に君、傾斜L

た断層で接している 吉和層群と湯来層は，湯来温泉付近でNE-SW方向の断層で接していて更に新

生代の NNE-SSW方向の断層で寸断されてレる

吉和層群では，北部でWNW-ESE方向，東部で ENE-WSW方向の断層が発達して，岩相の繰り返

しが認められる これらの断層は，自彊紀の広島花岡岩類を変位させておらず，更に新生代の断層によ

って切られている

本図幅地域内の現在の地質単元の分布は，地質概説でも述べたように NE-SW方向の2本の断層に

よって規制されている(第 3図) これらの 2本の断層によって，本図幅地域は，西部，中部，東部の 3

プロッタに分けられる 冠山火山岩顛の分布から，西部ブロックと中部プロックの水平ずれは， 1.4 

1.6kmの右ずれである また，都濃層群は中部プロックには分布しているがl 西部プロックには分布

していない 更に，中部プロックの花岡岩類分布域の生山峠北2.5kmに鍋層群がわずかに分布してい

る これらから，中部プロックは西部プロックよりも相対的に浸食が進んでいると推定できる

本図鯛地域内には，日本第四紀学会(1987)や活断層研究会(1980)が活断層であることが確実としてい

る断厨はない わずかに活断層の疑いのあるリニアメント(確実度目)が数本記載されているにすぎな

い 地質図上に示した断層のうち，活断層研究会(1980)のリエアメントと一致するものがある そのう

ち，最も顕著なのは，上述の西部プロックと中部フロッタを債する断層で，吉和村下吉和から錦町宇佐

郷にかけて分布C，北隣「三段峡J図幅地岐へと延びている 冠山火山岩額が本断層により変位してい

るので，本断層は8M.以降に活動があったことは確かである 本断層は錦町宇佐郷周辺で都濃層群中

の 1-2m幅程度の破砕帯として確認できる(第四図) そのほか，錦町常国や冠山南東2.5kmでもかつ

て破砕帯を見ることができた(鷹村， 1979) ただし，この断層は，地質図上では連続するものとして表

現したが，活断層研究会(1980)のリニアメントでは，吉和村下吉和から錦町向峠へと延びるものとそれ

に平行に錦町宇佐郷付近に発達する 2本からなっている 西部フロックと中部プロックとを境する断層

も活断層研究会(1980)のリニアメントに表現されている ただ C，地質図上の断層に比べ， リニアメン

トは連続性に乏しい 匹見町三葛の断層も活断層研究会(1980)のリニアメントと 致する

43 -



、今 .'( ¥
h・、利時

」一一'-"'--------'
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四.応用地質

本図幅地域内には幾つかの小規模な鉱床がある いずれも現在では稼行の対象とはなり得ないものば

かりである 地質図には鉱床の位置を確認できたもの又は諸資料から確実なものだけを記してある

そのほか，本図幅地域内には温泉があり?観光資源として役立っている
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四 1 金属鉱床

四1.1 銅亜鉛鉱床

大谷鉱山 佐伯郡湯来町大主主南東方にある 明治40年頃及び大正初期に採掘された 鉱床は吉和層群

中の東西方向の裂僻に睦胎した含銅石英脈である 鉱石は主に黄銅鉱で黄鉄鉱を伴う 脈石鉱物は石英

である(清島， 1956) 

大量鉱山 佐伯郡湯来町大谷南方にある 上記大谷鉱山の西方に位置する 昭和初期に開坑した鉱

床は吉和層群中にレンズ状をなす吉銅石英脈で，鉱脈は走向 E-W，傾斜40・Sである(広島県商工部，

1953) 

高根鉱山 山口県玖珂郡錦町の小五郎山山頂の北西約200mに位置する(第四図) 明治41年頃から 4

年間にわたり稼行された 山元で粗製錬をしていた模様で，月に約1000貫(3.75<)を生産した 鉱床は

錦層群の砂岩泥岩中の銅亜鉛石英脈である 走向は N3D-55
0

E，傾斜6D-80
0

NWである鉱石鉱

物は孔雀石黄銅鉱閃亜鉛鉱黄鉄鉱で，脈石は主に石英緑泥石である(通商産業省， 1981) 

四 1. 2 タンゲステ〆鉱床
(;JhI::Id 

向峠鉱山 山口県玖珂郡錦町向峠にある 昭和25年から30年まで採掘された 鉱床は錦層群と広島花

崩岩中に匪胎する不規則脈状の石英脈である 鉱石鉱物は鉄マンガン重石で白雲母 長石類を伴う (通

商産業省，1981;木野崎， 1953) 

咽 1. 3 鉄鉱床

佐伯町大虫の吉和層群の泥質ホルンフ孟ルス中に E-W性のレンズ状(5m x 1 m)の磁鉄鉱の鉱体が知

られている(清島， 1956) 

1唖 2 非金属鉱床

咽 2， 1 蛍石鉱床

高根(蛍石)鉱山 山口県玖珂郡錦町宇佐郷にある 昭和24年から28年まで稼行された鉱床は広島花

樹岩類と錦層群の接触部付近で，主に花嵐岩中にlfE胎する蛍石石英脈である 鉱脈の走向は N50・E，

傾斜は80←90
0

NWである(通商産業省， 1981) 

所山鉱床 広島県佐伯郡佐伯町所山に位置する 大正の初期に約6か月間探鉱したことがある 鉱床

は広島花嗣岩類中に匪胎する石英脈でその走向は N35
0

E，傾斜60
0

SEである(広島県商工部， 1953) 現

在では，鉱床の正確な位置は不明である

日室の鉱徴地広島県佐伯郡湯来町の湯来温泉より打尾谷に至る道路沿いに産する 泥質ホルンフェ

ルスと広島花闘岩類との接触部に産する 探鉱 稼行実績はなく ，鉱徴の記載があるだけである(広島
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第四図 高担拡山の位置と坑内載面図(通商産業省 1981)

県商工部， 1953) 鉱床り正確な位置は不明である

四 2.2 石綿鉱床

羅漢山鉱床 羅漢山山頂近くに位置する 昭和6年に発見され，その後，小規模に露天掘りが行われ

た 鉱床は蛇紋岩が変質した温石綿である(広島県商工部， 1953) 
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四.3 温泉

本図幅地域内で利用されている温泉は，湯来町の湯来温泉，佐伯町の岩倉温泉と羅漢温泉，吉和村の

ぼ藤温泉てある いずれも広島花嗣岩類の裂憾に沿う放射能泉である 梅垣(1附 )によると，潮原温

泉以外の温泉の泉温と pHはそれぞれ，湯来温泉で28.1・'C，pH 8.6，岩倉温泉で18.0'C，pH 6.9，羅漢

温泉で28.5'C，pH 8.2である

文献

福冨孝義 磯崎行雄(1988) 島根県西部のジュラ紀コンプレックス(鹿足層群)に南接するベルム紀コン

プレックスおよび結晶片岩類地質雑， voL 94， p. 59-62 

HARA，1. (1982) Evolutional processes ofpaired metamorphic belts-Hida belt and Sangun belt. Mem. Geo/ 

Soc. Ja
j向n，no. 21， p. 71-89 

長谷晃(1950) 山口県西南部三畳系の層序学的研究 九州大理研報[地質J.vol. 2， p. 101-128 

(1964) 古生界広島県地質図説明書，広島県， p. 31-59 

西村祐二郎(1979) 中園地方の緑色岩 地質雑， vol. 85， p. 410--412 

早坂康隆(1985) 三郡帯の地質構造の再検討 吉回博直先生退官記念文集， p.339←354 

(1987) 西南日本内帯西部地域における中 古生代造構作用の研究広島大学地学研究報告，

no. 27， p. 119-204 

東元定雄高橋硲平牧本博脇田浩三 佃栄吉(1986) 大竹地域の地質地域地質研究報告(5

万分の 1地質図幅)，地質調査所， 70p 

広島県商工部(1953) 広島県の地下資源 281p 

飯泉滋沢田順弘先山徹今岡照喜(1985) 中国四園地方の白亜紀~古第三紀火成活動火成

岩類の対比を中心として 地球科学， vol. 39， p. 372-384 

今村外治 濡木輝一 沖村雄三(1966) 西中国脊梁山地の地質概観西中国山地固定公園候補地学術調

査報告， p. 27-48 

今岡照喜 村上充英(1979) 酉中園地域の後期中生代~古第三紀火山岩類の岩石化学，地質学論集，

no. 17， p. 259-272 

IMAOKA， T. and NAKASHIMA， K. (1983) Tempora1 and spatial variations of magnetに susceptibilityof 

Cretaceous to Neogene igneous rocks from the central and western Chugoku Province， Japan. Jour. 

Sci. Hiroshima Univ.， Ser. C， vol. 8， p. 1-30 

一一一一一一，一一一一一-and MURAKAMI， N. (1982) Iron-titanium oxide minerals ofCretaceaus to Paleogene 

volcanic rocks in western Chugoku d凹 rict，southwestjapan-Special reference to manganese con-

tem of ilmenit田-，Japan. Assoc. Min. Petr. E.叩1.Geol.， vol. 77， p. 235-255 

ISH凹I目GA，H. (札19開84り) F，品'ollic山u匹cα印u/山 (伊Pe官，mπm困 n ，目a吋d旧凶laria司)from Ma創'"叩、u了問ugroup in Ma創"叩un叩， Beεelt， Southwest 

47 



] apan. Earth Sci. (Chiかukagaku)， vol. 38， p. 427-434 

ISHIGA， H. (1985) Discovery of Permian radiolarians from Ka印 miand Oi Formations along south of 

Maizuru Belt，southwest]apan and its significance. Earth Sci. (Ch均ukagaku)， vol. 39， p. 175-185 

一一一一一(1986) Late Carboniferous and Permian radiolarian biostratigraphy of southwest ]apan. Jour 

GeoscI. Osaka City Univ.， vol. 29， Art. 3， p. 89-100 

石原舜三(19BO) 花樹岩と流紋岩岩波講座地球科学， 15， p.105-141 

活断層研究会編(19BO) 日本の活断層一分布図と資料東京大学出版会. 363p 

河野義礼 植田良夫(1966) 本邦産火成岩の K-Adating (V)ー西南日本の花闘岩類ー岩鉱， vol. 56， 

p. 191-211 

木村克己(19BB) 京都府綾部市西部の超丹波帯の地質と造構環境地質雑， vol. 94， p. 361-379 

KIMURA， T. and TOKUYAMA， A. (1971) Geosynclinal prisms and tectonics in]apan. Mem. Geol品c.Jaj向".

no. 6， p. 9-20 

木野崎吉郎(1953) 中園地方の花嗣岩とタングステン及びモリブデン鉱床に就いて(概報) 広島大学地

学研究報告， no. 3， p. 61-77 

清島信之(1956) 広島県佐伯郡上水内村含銅硫化鉱床調査報告 地調中国出張所資料. MS.7p 

KOJIMA， G. (1953) Contributions to the knowledge ofmutual relation between three metamorphic zones of 

Chugoku and Shikoku， Southwestern]apan， with special reference to the metamorphic and struc 

tural features of each metamorphic zone. Jour. Sci. Hiroshima Uniυ，Ser. C， vol. 1， no. 3， p. 17-46 

小島丈児(1964) 深成岩類 広島県地質図説明書，広島県， p. 87-101 

岡村義彦吉野言生渡辺寛井上保下山明添田品(1951)徳山岩国柳井

地方における古期岩類および花崩岩類地域の構造と地史概観 地質雑， vol. 57， p. 362 

LEAKE， B. E. (1978) Nomenclature of amphiboles. Mint'ral. Mag.， vol. 42， p. 533-563 

村上允英(1974) 西南日本内帯における後期中生代~古第三紀酸性火成岩類の逝入と構造との関係 と

くに西中国を例にして 地団研専報， no. 18， p. 9-31 

(19B1 ) 益田一松山聞に分布する中生代火成岩類亙び古有鉱物の化学組成変化 とくに益田柳

井聞の深成岩類 山口大教養部紀要， vol. 15， p. 33-74 

一一一一一 今岡照喜(19BO) 西南日本内帯における後期中生代~古第三紀火山岩類の化学性 とくに西

中国地域を中心として 岩鉱特別号， no. 2， p. 263-278 

一一一一一 加藤敏郎西村祐二郎(19B4) 中園地方の中古生代火成岩及び吉有鉱物の化学的研究昭

和5B年度文部省科学研究費補助金研究成果報告書. 37p 

中幸仁 石賀裕明(19B5) 三郡中国帯西部に分布する錦層群からのベルム紀放散虫の発見地球科

学， no. 198， p. 229-233 

渡瀬広道 徳岡隆夫(19B6) 三郡ー中国帯西部，島根県六日市町地域のベルム系錦層群地

球科学， vol. 40， p. 166-176 

日本第四紀学会編(19B7) 日本第四紀地図 東京大学出版会. 119p 

NI印刷URA，Y. (1971) Regional metamo叩hismof the Nishiki-cho d岡山t，southwest ]apan. Jour. Sci 

4B← 



Hiroshima Uniu.， Ser. C， vol. 6， p. 203-268 

西村祐二郎(1985) 山口県鹿野地域のテ タトエックスライドと重炭酸そうだ型冷鉱泉 吉田博直先生退

官記念文集，p. 166-175 

一一一一ー 井上保 山本博達(1977) 三郡帯，と〈に層序と変成作用について 秀敬編「三波川

帯J，広島大学出版会， p. 257-282 

一一一一一 磯崎行雄(1984) 山口県東部の錦層群の放散虫化石及び放射年代 内帯高圧変成帯， no. 2， 

p. 37-40 

一一一一 一一一一一 濡木簡 (1985) 山口県東部の三郡ー中国帯および領家帯 日本地質学会第92年

学術大会見学旅行案内書.p.17-49 

NISHIMURA， Y.， NAKAMURA， E. and HARA， L (1983) K-Ar ages of Sangun metamorphic rocks in 

Yamaguchi Prefecture and their geologic signi日cance.Jour. Japan. Assoc. Min. Petr. E.ωn. Grol.， vol 

78， p. 11-20 

西村佑二郎濡木輝一(1966) 山口県錦町地践における“非変成古生層"と三郡変成岩類の地質学的関

係地質雑， vol. 72， p. 385-398 

一一一一一柴田 賢(1987) “三郡変成帯"のテクトユッタ フレームワーク 内帯高圧変成帯， no.4， 

p， 45-52 

岡村義彦(1953) 徳山地域の三郡本山変成岩類の地質及び岩石について 広島大学地学研報， no. 3， p 

33叩 42

柴田賢 西村祐二郎(1983) 豆郡変成岩の同位体年代 日本地質学会第90年学術大会講演要旨， p 

385 

一一一一一一一一一一(1984) 三郡変成岩の年代学的研究 内帯高庄変成帯， no. 2， p. 31-32 

STRECKElSEN， A. L. (1973) Plutonic rocks， c1assif1cation and nomenclature recommended by the IUGS sub 

comm時針。non the systematics of igneous rocks. GeotimlS， vol. 18， p. 26-30 

鈴木茂之 (1987) 舞鶴帯東部の堆積史と構造史広島大学地学研究報告， no. 27， p. 1-54 

団結圧良昭本間弘次 回崎耕市(1979) 束中国における花岡岩類の造岩鉱物の化学組成 地質学論集，

no. 17， p. 99-112 

高橋裕平(1986) 大竹一津団地接の広島花崩岩類の岩石記載 地調月報， vol. 37， p. 507-514 

鷹村植(1967) 広島県冠高原の新生代玄武岩類の岩石学的研究岩鉱， voL 57， p. 221-231 

(1973) 中園地方新生代玄武岩類の岩石学的援びに岩石化学的研究 広島大学地学研究報告?

no. 18， p. 1-167 

一一一一ー(1979) 広島の地質をめぐって 日掘の地学 7，築地盤院， 200p 

天白俊馬(1982) 広島岩園地践の広島花両岩り化学組成 岩鉱，vol. 77， p. 125-136 

通商産業省(1971) 昭和45年度広域調査報告書，援団地法令9p

(1972) 昭和46年度広域調査報告書1 益団地犠 48p 

(1973) 昭和47年度広域調査報告書，益田地域 36p 

(198!) 昭和55年度広域調査報告書，錦川地織 150p 

一 時 一



梅垣嘉治(1964) 地下水と温泉 広島県地質図説明書，広島県， p. 155-182 

宇都浩三 岩森光(1987) 西南日本新生代アルカリ玄武岩類の時空分布 日本火山学会講演干稿集

(1987年度秋季大会)，p. 93 

山田直利東元定雄 水野清秀広島俊男 須田芳朗(1986) 20万分の 1地質図幅 「広島」地質調査

所

←一一一 寺岡島可秦光男ほか編(1982) 100方分の l地質図 日本地質アトラス， p. 3-19， 22-55 

山下昇(1967) 新版地球科学序説築地雷院， 251p 

吉田博直(1961) 中園地方中部の後期中生代の火成活動 広島大学地学研究報告， no. 8， p. 1-39 

吉井守正 佐藤岱生(1983) BASICによる地球化学チ タ解析システム GEOCAPSのあらまし情報

地質.no. 8， p. 21-41 

吉川虎雄杉村新貝塚爽平太田陽子坂口豊(1973) 新編日本地形論東京大学出版会f

415p 

50ー



QUADRANGLE SERIES 

SCALE 1 : 50，000 

Kochi(13) No. 1 

一←

GEOLOGY 

OF THE 

TSUTA DISTRICT 

By 

Yuhei TAKAHASHI， Hiroshi MAKIMOTO， 

Koji WAKITA and Akira SAKAI 

(Written in 198B) 

(ABSTRACT) 

GENERAL REMARKS 

The Tsuta district is situated in the western Chugoku Mountains and extends Qver 

Yamaguchi， Hiroshima and Shimane Prefectures. The district lies between lat. 34
0

20' and 

34・30'Nand between long. 132"00' and 132"15'E 
Thed凶 rictis largely a mountainous region， and the low-relief eros旧nsurface (800-1000 m 

above sea level) correlated to the Dogo-yama surface is recognized in the mountainous region 

Plains are locally seen only along the rivers 

Geologically， the d回 rictis located in the Inner Zone ofSouthwestJapan. This d国 nct1S配

cupied mostly by Paleozoic strata and Late Cretaceous acid volcanic and granitic rocks and 

subordinately by theJurassic sedimentary rocks， Late Cretaceous dike rocks， Miocene volcanic 

rocks and Quaternary depos山 Geologyof this district is summarized in Table 1 

PALEOZOIC 

Paleozoic stra阻 aredivided into the Tsuno Group， the Yoshiwa Group and the Nishiki 
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Table 1 Summary of geology of the Tsu回出strlct

Age Geological system 

AHuvium 

5 I 
Talus deposits 

Terrace depo剖"
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仏ロr5 包・ 田 ndstone.and basic volcanism and mudstone 

Cυ 。。時。F」S 置 Tsuno Group 

G問amen叫li出山1球ktM '広1bcaas劃叫SnにLm………e吋Cd dvmmp。3tM吋川川叫随ek。d山山山nMamf川M川tna託mu叫山叩山…樹tiぬ叩l恥h吋t叫。。百t回町tzn副広】crm。“nrf 。低cks.ノ) 

占ZLE 伺 ~ 

Group. The Tsuno Group and Nishiki Group and the Yoshiwa Group and Nishiki Group are 

bounded by faults， respectively 

Tsuno Group: The Tsuno Group is one of the Sangun Metamorphic Rocks which yield about 

220 Ma radiometric age. The Tsuno Group is exposed in the southwestern part of the Tsuta 

district. This is composed of pelitic schist， psammitic schist， siliceous schist， basic schist and 

ultramafic rocks. These rocks are thermally metamorphosed by Cretaceous granitic intrusion， 

and any evidence of probable high pressure metamorphism before gran山 cIntrusion cannot be 
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recognized 

Yoshiwa Group: The Yoshiwa Group is distributed in the northern to eastern part ofthe Tsuta 

d羽田ct.This is composed of basic volcanic rocks， siliceous shale， mudstone， sandstone and 

ultramafic rocks with gabbro. Radiolarian fossils from siliceous shale indicatc Middle to Late 

Permian age. The Yoshiwa Group can be correlated to the Maizuru Belt 

Nishiki Group: The Nishiki Group is exposed in the western area in the Tsuta district. This is 

divided into the Kogorosan Formation， the Migitaniyama Formation and the Mikazura Forma-

tion in apparent ascending order. The Kogorosan Formation is mainly composed of massive 

sandstone and alternation of sandstone and mudstone with chert. The Migitaniyama Forma-

tion is made up mainly of siliceous shale and alternation of sandstone and mudstone with chert 

and acid tuff. The Mikazura Formation is composed of mudstone rich alternation of sandstone 

and mudstone. Radiolarian fossils from the Nishiki Group near this district indicate Middle to 

Late Permian age 

MESOZOIC 

Yuki Formation: The Yuki Formation is exposed locally near Yuki， the eastern margin of the 

mapped district. This is mainly composed of pebbly mudstone having clasts of sandstone and 

chert. This formation resembles in lithology to the Jurassic Kuga Group in Otake district， 

therefore the Yuki Formation is regarded to be deposited in Jurassic in age 

Hikimi Group: The Hikimi Group occurs in the northwestern part ofthis district. This is com-

posed of rhyolite welded tuff and dacite welded tuff in ascending order. The rhyolite welded tu町

unconformably covers the Yoshiwa Group in the southern part of the Sandankyo district to the 

northwestern part of the Tsuta district. The dacite welded tu町coversthe rhyolite welded tuff， 

conformably. The Hikimi Group is intruded by Late Cretaceous granitic rocks. The Hikimi 

Group is dated as 87 Ma by fission-track method for zircon 

Hiroshima Granites: The Hiroshima Granites are Late Cretaceous large batholithic intrusive 

rocks. The Hiroshima Granites in this district are divided into the following rock types from 

older to younger: quartz diorite， medium-grained hornblende-biotite granite， medium to 

coarse-grained biotite granite and fine-grained biotite granite. Granophyric granite， possible 

shallow facies equivalent of medium-grained biotite granite， occurs in a small area 

The Hiroshima Granites gave thermal e町ectsto most of the pre-Cretaceous strata and the 

Hikimi Group 

Dikes: Various dikes intruded into the Paleozoic formations and the Hiroshima Granites， and 

are classified into acid rocks， porphyrite and dolerite. Acid dike rocks are granite porphyry， 

quartz porphyry and felsite. These acid dikes have NE-SW and NW-SE strike in central area of 

the Tsuta district. Porphyrite dikes have subparallel strike to acid dikes 

NEOGENE 

Kammuriyama Volcanic Rocks: The Late Miocene volcanic rocks， Kammuriyama Volcanic 

Rocks， are distributed in the central area ofthe Tsuta district. These are composed ofbasalt and 

andesite lava. These rocks are divided into the Yokoyama Andesite， the Kammurikogen Basalt 

and the Hirotakayama Andesite. The Kammurikogen Basalt is composed of various basalt lava 
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日ows.The Hirotakayama And由民ecovers the Kammuriyama Basalt 

QUATERNARY 

The Late PI 口stoceneterrace deposits， occur around Usago and Tsuta， and consist of gravel， 

sand， silt and clay. The talus deposits， which consist of angular gravel， sand， silt and clay， are 

mainly distributed on the western side of Rakan San， the southeastern side ofMegahira Yama 

and around a foot of the granitic mountains， and are of Late Pl自民oceneto Holocene. The 

Alluvium is distributed along the rivers， and consists of gravel， sand， silt and clay 

GEOLOGIC STRUCTURE 

Two long NE-SW trending faults are distinctive in this district. These faults cut the Miocene 

volcanic rocks and pre-Cretaceous faults having NE-SW to ENE-WSW and WNW-ESE 

trends in the Paleozoic toJurassic strata. These two new long faults divided the Tsuta district in 

to the western， central and eastern blocks. The Tsuno Group is exposed in the central block and 

not in the western block， and this mean that the central block must have elevated to show deeper 

level than the western blocks 

ECONOMIC GEOLOGY 

No working mine exists in this district at present. Small copper and zinc deposits were once 

excavated in the Nishiki Group and Yoshiwa Group. Tungsten and fluorIte deposits occur in 

the Hiroshima Granites. Asbestos deposits exist in the ultramafic rocks of the Tsuno Group 

There are some hot springs along fissure in the granitic rocks in this district 
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第I図版

P 斜長石， 0 かんらん石， A 普通師右，H 角閃石(第I図版 1と第E図版 1はオハサイ ト) ハーは lmm

績山安山岩(かんらん石角閃石安山岩)の顕世鏡写真(GSJR42901) 佐伯町償山北東O.15km

2 

冠高原玄武岩(普通輝石かんらん石玄武岩)の顕置鏡写耳(G勾 R4Z到幻 "''''木峠J!!iO.5km 
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